
LabVIEW  アップグレードノート

アップグレードノートでは、Windows、Mac OS、Linux 用の LabVIEW をバージョン 8.6
にアップグレードする手順、アップグレードの際に発生する可能性のある問題、および新機
能について説明します。 発生し得る互換性の問題については、旧バージョンの LabVIEW で
保存した VI を新しいバージョンの LabVIEW にロードする前に、このアップグレードノー
トをお読みください。 この新しいバージョンの LabVIEW でファイルをロードする前に、
旧バージョンの LabVIEW で保存したすべての LabVIEW ファイルのバックアップコピーを
作成することを検討してください。

LabVIEW 7.1 以前のバージョンから LabVIEW 8.6 にアップグレードする場合、ナショナル
インスツルメンツでは LabVIEW 7.1 から LabVIEW 8.6 までの各バージョンで追加された改
善点、変更点、機能の詳細について、これらのアップグレードノート以外に以下のドキュメ
ントを確認することを推奨します。

• 『LabVIEW 8.0 アップグレードノート』―「アップグレードおよび互換性の問題」セク
ションおよび「LabVIEW 8.0 の機能および変更点」セクションには、アップグレード
に関する重要な情報が記載されています。 『LabVIEW 8.0 アップグレードノート』にア
クセスするには、ナショナルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/jp/info
で info code として upnote8と入力してください。

• 『LabVIEW 8.2 アップグレードノート』―「アップグレードおよび互換性の問題」セク
ションおよび「LabVIEW 8.2 の機能および変更点」セクションには、アップグレード
に関する重要な情報が記載されています。 『LabVIEW 8.2 アップグレードノート』にア
クセスするには、ナショナルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/jp/info
で info code として upnote82と入力してください。

• 『LabVIEW 8.5 アップグレードノート』―「アップグレードおよび互換性の問題」セク
ションおよび「LabVIEW 8.5 の機能および変更点」セクションには、アップグレード
に関する重要な情報が記載されています。 『LabVIEW 8.5 アップグレードノート』にア
クセスするには、ナショナルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/jp/info
で info code として upnote85と入力してください。

LabVIEW のプログラミング概念、LabVIEW を使用するための段階的な手順、LabVIEW
の VI、関数、パレット、メニュー、ツール、プロパティ、メソッド、イベント、ダイアロ
グボックスなどのリファレンスなどの情報の他、LabVIEW 8.6 の詳細は、『LabVIEW ヘル
プ』を参照してください。 『LabVIEW ヘルプ』には、ナショナルインスツルメンツが提供
している LabVIEW ドキュメントのリソースの一覧も記載されています。 『LabVIEW ヘル
プ』にアクセスするには、ヘルプ→ LabVIEW ヘルプを検索を選択します。

™

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=upnote8
http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=upnote82
http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=upnote85
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LabVIEW 8.6 へアップグレードする

LabVIEW の以前のバージョンからアップグレードしている場合、最初にこの「LabVIEW 
8.6 へアップグレードする」セクション、およびこのドキュメントの「アップグレードおよ
び互換性の問題」セクションの「LabVIEW x.x からアップグレードする」を参照してくだ
さい。ここで、x.x はアップグレードする前のバージョンを示します。

以下は、新しいバージョンの LabVIEW へのアップグレードに関連したタスクを完了するた
めの推奨する手順、およびこれらのタスクを完了する際読むべきドキュメントについて説明
します。 ナショナルインスツルメンツでは、LabVIEW の新しいバージョンにアップグレー
ドする前に、『LabVIEW リリースノート』とこのドキュメントの両方をお読みになること
を推奨します。
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1. LabVIEW をインストールする前にすべての互換性の問題について理解したことを確認
するには、新しいバージョンの LabVIEW をインストールする前に、このドキュメント
の以下のセクションを参照してください。

• LabVIEW 8.6 へアップグレードする―このセクションには、ツールキットとモ
ジュールのアンインストール、旧バージョンの LabVIEW の環境設定と user.lib
ファイルのコピー、VI の LabVIEW 8.6 への変換の操作手順が含まれています。

• アップグレードおよび互換性の問題―このセクションには、旧バージョンの

LabVIEW から新しいバージョンの LabVIEW にアップグレードする VI に影響す
る可能性がある互換性の問題が含まれています。 アップグレード中の LabVIEW の
バージョンに適用するサブセクションを参照してください。

メモ また、一部の互換性の問題で VI を評価できるテストをダウンロードするには、
ナショナルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/jp/infoで info code として
exqmexと入力すると参照できます。

• ( オプション ) LabVIEW 8.6 の機能および変更―このセクションには、このバー
ジョンの LabVIEW の新機能についての簡単な説明が含まれています。 これらの機
能を使用する詳細は、『LabVIEW ヘルプ』を参照してください。 『LabVIEW ヘル
プ』にアクセスするには、ヘルプ→ LabVIEW ヘルプを検索を選択します。

2. ( オプション ) 旧バージョンの LabVIEW をアンインストールします。

3. LabVIEW のアップグレードバージョンをインストールして、アクティブ化します。 
LabVIEW のインストールに関連したすべてのタスクを完了したことを確認するには、

『LabVIEW リリースノート』の以下のセクションを参照してください。 
• システム要件

• 「LabVIEW 8.6 をインストールする」とインストールしているプラットフォームに
適切なサブセクション

• LabVIEW プラットフォーム DVD の代わりに CD から LabVIEW ツールキットま
たはモジュールをインストールしている場合、「LabVIEW アドオンをインストー
ルする」サブセクション

• (Windows) 「LabVIEW ライセンスをアクティブ化する」とすべてのサブセクション

• ( オプション ) 「ハードウェアのインストールと構成」とインストールしているプ
ラットフォームに適切なサブセクション

• その他の情報

4. 最新バージョンの LabVIEW で解決された問題、最新バージョンの LabVIEW における
既知の問題に関する情報、『LabVIEW ヘルプ』に反映されていないドキュメントの追
加事項の詳細は、『LabVIEW Readme』をお読みください。 『LabVIEW Readme』
にアクセスするには、labview¥readmeディレクトリを参照して readme.htmlファ
イルを開いてください。

5. 旧バージョンの LabVIEW から環境設定をコピーします。 環境設定をコピーする詳細に
ついては、この章の「旧バージョンの LabVIEW の環境設定をコピーする」セクション
を参照してください。 

6. 旧バージョンの LabVIEW から user.libファイルをコピーします。 user.libファイ
ルをコピーする詳細については、このドキュメントの「旧バージョンの LabVIEW の

user.lib をコピーする」セクションを参照してください。

7. VI を LabVIEW 8.6 に変換します。 旧バージョンの LabVIEW で保存された VI を変換す
る詳細は、このドキュメントの「VI を変換する」セクションを参照してください。

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=exqmex
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VI を変換する
NI 営業部に問い合わせて、使用するコードを LabVIEW 8.6 と互換性がある VI 形式にアッ
プグレードするための変換ソフトウェアを入手せずに、LabVIEW 6.0 以前のバージョンで
保存された VI を開くことはできません。 LabVIEW 6.0 以降のバージョンで保存された VI を
開くと、LabVIEW 8.6 はその VI を自動的に変換してコンパイルします。 VI を LabVIEW 8.6
で保存しない場合、VI にアクセスする度に余分なメモリリソースを使用する変換処理が実
行されます。 また、再コンパイルなどの未保存の変更がある VI のパフォーマンスが実行時
に著しく低下する場合があります。

メモ LabVIEW 8.6 で保存された VI は、旧バージョンの LabVIEW でロードできませ
ん。 ファイル→旧バージョン用に保存を選択して、VI を LabVIEW 8.5、8.2、8.0 で実行
できる形式で保存することができます。 VI を LabVIEW 8.6 で保存する前に、

LabVIEW 8.5、8.2、8.0 でも使用する VI のバックアップコピーを保管してください。

すべての VI を一括変換するのに十分なメモリがコンピュータにない場合、VI を段階的に変
換する必要があります。 変換する VI の階層を確認して、下位階層にあるサブ VI のロードを
開始し、そのサブ VI を保存します。 次に、階層の上位レベルに徐々に進みます。 上位レベル

VI を開いて変換する操作は最後に行います。 また、ツール→上級→一括コンパイルを選択し
て、VI のディレクトリを変換することもできます。ただし、一括コンパイルではディレク
トリまたは LLB の中の VI はアルファベット順に変換されます。 変換処理で最初に上位レベ
ル VI に遭遇した場合、上位レベル VI を最初に開いたかのように、一括コンパイルの処理で
ほぼ同じメモリ量が必要とされます。

ヘルプ→バージョン情報を選択して、現在使用中のメモリ容量の概要を表示して、メモリ使
用量を監視できます。

モジュール、ツールキット、計測器ドライバをアップグレードする
LabVIEW の旧バージョンからアップグレードしている場合、LabVIEW の旧バージョン用
にインストールしたモジュール、ツールキット、または計測器ドライバの最新の互換性のあ
るバージョンをインストールする必要があります。 LabVIEW プラットフォーム DVD には

LabVIEW 8.6 と互換性のあるモジュールとツールキットが含まれています。 LabVIEW プ
ラットフォーム DVD にないモジュールやツールキットで、LabVIEW の現行バージョンと
互換性のある LabVIEW モジュールおよびツールキットの詳細については、ナショナルイン
スツルメンツのウェブサイト ni.com/jp/infoで info code として compatと入力してく
ださい。 

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=compat
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NI モジュールとツールキット
以下の表は、使用するオペレーティングシステムと LabVIEW アドオンに応じて、

LabVIEW プラットフォーム DVD、あるいはモジュールまたはツールキットのインストー
ル CD を使用するかどうかをリストします。

メモ ツールキットの一部のバージョンは LabVIEW 8.6 で動作しません。 互換性がない
ツールキットをインストールすると、一部のツールキット機能や LabVIEW が不正な動
作をする可能性があります。 ナショナルインスツルメンツでは、ツールキットをインス
トールする前に互換性について確認することを推奨します。 LabVIEW の現在のバージョ
ンでサポートされている LabVIEW モジュールおよびツールキットの詳細は、ナショナ
ルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/jp/infoで info code として compatと入
力してください。 互換性のないバージョンをインストールして、LabVIEW 8.6 のインス
トールが破損した場合、まずツールキットをアンインストールして、次にプログラムの
追加と削除を使用して、LabVIEW のインストールを修復します。

オペレーティングシ
ステム

使用するメ
ディア 主な留意点

Windows DVD LabVIEW プラットフォーム DVD を使用して、

LabVIEW 8.6 および LabVIEW 8.6 と互換性の
あるモジュールとツールキットのバージョンを
インストールします。 また、購入されていない
モジュールまたはツールキットを評価すること
を選択することができます。 LabVIEW プラッ
トフォーム DVD では、以前のバージョンをア
ンインストールまたは変更せずに、

LabVIEW 8.6 とツールキットの最新バージョ
ンをインストールすることができます。 
LabVIEW、モジュール、ツールキットをイン
ストールする詳細については、『LabVIEW リ
リースノート』を参照してください。

Windows、
LabVIEW プラット
フォーム DVD に、
モジュール / ツール
キットが付属してい
ない場合

CD モジュールまたはツールキットを購入した際入
手したインストール CD を使用します。 インス
トール CD を使用する前に、インストールした
いモジュールまたはツールキットの互換性のあ
るバージョンがあることを確認してください。 
LabVIEW の現在のバージョンでサポートされ
ている LabVIEW モジュールおよびツールキッ
トの詳細は、ナショナルインスツルメンツの
ウェブサイト ni.com/jp/infoで info code
として compatと入力してください。 次に、

LabVIEW 8.6 ディレクトリに互換性のあるモ
ジュールとツールキットをインストールしま
す。 LabVIEW の以前のバージョンで保存した

VI のすべてを一括コンパイルします。

詳細は、このドキュメントの「LabVIEW の一
括コンパイル」セクションを参照してくださ
い。

Mac/Linux

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=compat
http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=compat
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計測器ドライバ
最新の計測器ドライバをインストールして、使用する予定の計測器ハードウェアを制御、
通信する必要があります。 LabVIEW の以前のバージョンと計測器ドライバをインストール
した場合、以下のいずれかの方法を使用し、LabVIEW 8.6 でサポートする計測器ドライバ
を再インストールする必要があります。

• NI モジュール式計測器ドライバ―NI デバイスドライバ DVD または CD を使用して、

NI モジュール式計測器ドライバをインストールします。

• NI プラグアンドプレイ計測器ドライバ―NI 計測器ドライバファインダを使用して、

LabVIEW 開発環境を終了せずに、LabVIEW プラグアンドプレイ計測器ドライバを検
索およびインストールします。

• IVI ドライバまたは非認証の計測器ドライバ―ナショナルインスツルメンツのウェブサ
イトの計測器ドライバネットワークを使用して、IVI ドライバまたは非認証のドライバ
を検索します。

メモ NI 計測器ドライバファインダを使用して計測器ドライバを再インストールした場
合、ナショナルインスツルメンツでは labview¥instr.libディレクトリを一括コンパ
イルすることを推奨します。

他社製アドオン
他社製 LabVIEW アドオンの製造販売元に問い合わせて、使用するオペレーティングシステ
ムでアドオンが LabVIEW 8.6 と互換性があるかどうかを確認します。 アドオンに関連する

VI のすべてを一括コンパイルすることを確認してください。

詳細は、このドキュメントの「LabVIEW の一括コンパイル」セクションを参照してくださ
い。

LabVIEW の一括コンパイル
最後に LabVIEW の旧バージョンで保存された VI を開くと、LabVIEW は VI の変換とコン
パイルを自動的に行います。 LabVIEW の最新バージョンで VI を保存しないと、余分なメモ
リリソースを消費する変換プロセスが VI にアクセスするたびに発生します。 LabVIEW プ
ラットフォーム DVD 上にない LabVIEW モジュールとツールキットをインストールする
か、他社製アドオンをインストールする場合、ナショナルインスツルメンツではモジュー
ル、ツールキット、他社製アドオンでインストールした VI のすべてを一括コンパイルする
ことを推奨します。

VI の一括コンパイルの詳細は、基本機能→ VI およびサブ VI を作成する→操作手順→ VI を
保存する→ VI の一括コンパイルトピックを参照してください。

ナショナルインスツルメンツの追加ソフトウェアをアップグレードする
LabVIEW 8.x では、NI TestStand 3.5 以降を使用する必要があります。 Upgrade Advisor
にアクセスして NI TestStand 3.5 以降を購入するには、ナショナルインスツルメンツの
ウェブサイト ni.com/jp/infoにアクセスして、info code として exd8yyと入力します。

NI TestStand 3.5 と NI TestStand 4.0 で以下の LabVIEW 8.6 Express VI の構成を試みると、
エラーが発生します。

• データストレージを閉じる

• フォーミュラ

• プロパティを取得

• データストレージを開く

• データを読み取る

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=ex3mbp
http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=exd8yy
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• プロパティを設定

• スペクトル計測

• データを書き込む

このエラーに関する詳細情報を参照するには、ナショナルインスツルメンツのウェブサイト
ni.com/jp/infoで info code として rdtf10と入力してください。

メモ NI TestStand 4.1 以降のバージョンではこの問題は解決されています。

LabVIEW と TestStand の問題の詳細については、ご使用の NI TestStand のバージョン用
の Readme.htmlファイル (NI TestStand CD および <TestStand>\Docディレクトリにあ
ります。) を参照してください。

LabVIEW 8.x では、NI Spy 2.3 以降を使用する必要があります。 NI Spy 2.5 は、ナショナル
インスツルメンツのデバイスドライバ CD から利用することができます。

LabVIEW 8.6 では Measurement Studio 8.0 以降をサポートします。 Upgrade Advisor へ
のアクセスおよび Measurement Studio 8.0 以降のバージョンを注文するには、ナショナ
ルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/jp/infoで info code として exd8yyと入力
してください。

旧バージョンの LabVIEW からアップグレードする
LabVIEW 8.6 は、旧バージョンの LabVIEW をアンインストールせずにをインストールす
ることができます。 LabVIEW の各バージョンはコンポーネントを共有することはあります
が、新しいバージョンが異なるディレクトリにインストールされるため、LabVIEW の新し
いバージョンにアップグレードする操作はコンピュータにインストールされている旧バー
ジョンの LabVIEW に影響しません。 バージョン 5.x 以前の LabVIEW は、labviewディレ
クトリにインストールされます。 バージョン 6.0 以降の LabVIEW は、labview x.xディレ
クトリ（ここで、x.xはバージョン番号）にインストールされます。

LabVIEW の既存のバージョンを置換する
既存のバージョンの LabVIEW を置換するには、既存のバージョンの LabVIEW をアンイン
ストールして、LabVIEW 8.6 のインストーラを実行し、インストールディレクトリを旧
バージョンと同じ labviewディレクトリに設定します。

(Windows) コントロールパネルの「アプリケーションの追加と削除」を使用して、既存の

LabVIEW のバージョンを削除して、既存の LabVIEW のバージョンを LabVIEW 8.6 に置
換することもできます。 アンインストーラ処理では、labviewディレクトリで作成したファ
イルは削除されません。 

メモ LabVIEW をアンインストールまたは再インストールすると、LabVIEW は .llb
ファイルに保存した VI および制御器を含む vi.libディレクトリの .llbファイルをア
ンインストールします。 VI および制御器は user.libディレクトリに保存して、制御器
パレットおよび関数パレットに追加します。

旧バージョンの LabVIEW の環境設定をコピーする
旧バージョンの LabVIEW の環境設定を使用するには、旧バージョンがインストールされて
いる labviewディレクトリから LabVIEW 環境設定ファイルをコピーします。

注意 LabVIEW 8.6 環境設定ファイルを旧バージョンのファイルで置き換えると、
旧バージョン以降に追加された環境設定がオーバーライドされる可能性があります。

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=rdtf10
http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=exd8yy
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LabVIEW 8.6 をインストールした後、LabVIEW 環境設定ファイルを LabVIEW 8.6 ディレ
クトリにコピーします。

（Windows） LabVIEW は環境設定を labviewディレクトリの labview.iniファイルに保
存します。

（Mac OS） LabVIEW はホームディレクトリの Library:Preferencesフォルダ内の
LabVIEW Preferencesファイルに保存されます。

（Linux） LabVIEW は環境設定をホームディレクトリの .labviewrcファイルに保存します。

旧バージョンの LabVIEW の user.lib をコピーする
旧バージョンの LabVIEW の user.libディレクトリのファイルを使用するには、旧バー
ジョンがインストールされている labviewディレクトリのファイルをコピーします。 
LabVIEW 8.6 をインストールした後、ファイルを LabVIEW 8.6 ディレクトリの user.lib
ディレクトリにコピーします。

アップグレードおよび互換性の問題

LabVIEW のバージョンによって異なるアップグレードおよび互換性の問題点の詳細は、
以下のセクションを参照してください。

新しいバージョンの LabVIEW の既知の問題、その他の互換性に関する問題、LabVIEW 8.6
の最新の追加機能の詳細は、labviewディレクトリの readme.htmlを参照してください。

LabVIEW 8.5 からアップグレードする
LabVIEW 8.5 から LabVIEW 8.6 にアップグレードする際、以下の互換性の問題が発生する
場合があります。

メモ LabVIEW 8.5.x からアップグレードする際に遭遇する可能性がある問題の詳細は、
ナショナルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/jp/infoで info code として
upnote85と入力して参照することもできます。

サポートされているプラットフォーム

LabVIEW 8.6 には、サポートされているプラットフォームで以下の変更が追加されています。

• LabVIEW 8.6 では、PowerPC プロセッサを搭載した Macintosh コンピュータをサ
ポートしていません。

システム要件
（Windows） LabVIEW 8.6 の最小インストールには 1.6 GB のディスク容量が必要です。

（Mac OS） LabVIEW 8.6 の最小インストールには 262 MB 以上のディスク容量、完全イン
ストールには 828 MB 以上のディスク容量が必要です。

（Linux） LabVIEW 8.6 の最小インストールには 365 MB 以上のディスク容量、LabVIEW の
完全インストールには 651 MB 以上のディスク容量が必要です。

印刷版ドキュメント
以下のドキュメントは、LabVIEW 8.6 で変更されていません。 そのため、LabVIEW 8.6 で
の変更点がドキュメントの内容に反映されていない可能性があります。

• 『LabVIEW スタートアップガイド』マニュアル

• (LabVIEW 8.2、8.5、8.6)  『LabVIEW 基本機能』マニュアル

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=upnote85
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メモ 『LabVIEW 基本機能』マニュアルは『LabVIEW ヘルプ』の基本機能ブックのサ
ブセットなため、更新された内容の詳細は、『LabVIEW ヘルプ』の目次タブの基本機能
ブックを参照してください。

VI と関数の動作変更
以下の VI および関数の動作は、LabVIEW 8.6 で変更されました。

レポート生成 VI
「レポート生成（Report Generation）」VI は、LabVIEW クラスを使用して書き換えられ
ました。 レポート入力制御器とレポート出力表示器は、リファレンス番号データタイプから

LabVIEW クラスデータタイプに変更されました。 タイプ定義 Refnum を右クリックして、
定数、制御器、表示器を作成しなかった場合、これらのオブジェクトを更新できないため、

VI が正常に動作しないことがあります。 また、レポート入力とレポート出力パラメータの以
前の refunum データタイプを呼び出すすべてのリファレンス呼び出しノードは予想どおり
動作しなくなります。

レポート生成 VI を使用して HTML レポートを作成して、ターゲットでその VI を実行する
場合、レポートを生成する際にターゲットを基準とすることを確認してください。 ホストコ
ンピュータで HTML レポートを作成して、ターゲットを参照せずにターゲットにデプロイ
する場合、VI は壊れて表示され、実行できません。

外部コード (DLL および CINS)
メモリマネージャ関数には、１つのメモリゾーンつまり DS（データスペース）がありま
す。 LabVIEW のメモリを管理する C、C++ CIN、DLL を使用して作業する場合、DS の対
応する関数ですべてのリファレンスを AZ( アプリケーションゾーン ) メモリ関数に置換し
ます。

その他の VI および関数の動作における変更点

LabVIEW 8.6 では、以下のとおり、その他の VI および関数の動作変更があります。

• 数学および信号処理の VI の多くは再入可能でない VI から再入可能 VI へ変わっていま
す。これらの変更により、インスタンス間でクローンを共有する目的で一連の再入可能

VI からこれらの VI の多くを呼び出さないでください。 インスタンス間でクローンを共
有する VI セットから呼び出しができない VI の詳細は、ナショナルインスツルメンツの
ウェブサイト ni.com/jp/infoで info code として exrehiと入力してください。

• 単一プロセスのシェア変数はターゲット相対 ( 関係 ) に強制されます。 単一プロセスの
シェア変数を絶対 ( 関係 ) に構成することはできません。

• 空のパスをライブラリ関数呼び出しノードのパス入力の入力に配線すると、エラーが返
されなくなります。

廃止された VI および関数

LabVIEW 8.6. は以下の VI と関数をサポートしていません。

• セマフォ作成 (Create Semaphore)―「セマフォリファレンス取得（Obtain 
Semaphore Reference）」VI を代用してください。 「セマフォリファレンス取得」

VI は「セマフォ作成」VI とは異なります。これは、同じ名前で複数のセマフォを作成
するために「セマフォ作成」VI を使用する場合は、そのセマフォに対して単一リファ
レンスの複数のコピーが作成されるからです。 ただし、この「セマフォリファレンス取
得」VI を使用して同じ名前のセマフォを参照する複数のリファレンスを取得すると、
各リファレンスには固有の番号が付けられます。 LabVIEW は自動的に既存の VI を変換
して「セマフォリファレンス取得」VI を使用しないため、旧バージョンの LabVIEW
で保存された VI は手動で更新する必要があります。

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=exrehi
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• セマフォ破棄 (Destroy Semaphore)―「セマフォリファレンス解放（Release 
Semaphore Reference）」VI を代用してください。 「セマフォリファレンス解放」

VI は「セマフォ破棄」VI とは異なります。これは、セマフォを破棄するために「セマ
フォ破棄」VI を使用する場合は、そのセマフォに対する別のリファレンスコピーもす
べて破棄されるからです。 ただし、リファレンスをセマフォに解放するために「セマ
フォリファレンス解放」VI を使用する場合、そのセマフォに対する他のリファレンス
は有効な状態で残り、そのセマフォに対して他のリファレンスが存在しない場合はその
セマフォを破棄します。 LabVIEW は自動的に既存の VI を変換して「セマフォリファレ
ンス解放」VI を使用しないため、旧バージョンの LabVIEW で保存された VI は手動で
更新する必要があります。

メモ 予期せぬ結果を回避するには、「セマフォ作成 (Create Semaphore)」または
「セマフォ破棄 (Destroy Semaphore)」VI で使用するリファレンスを「セマフォリファ
レンス取得」VI または「セマフォリファレンス解放」VI（またはその逆）に使用しない
でください。

• Xmath スクリプトノード―MathScript ノードを代用します。 MathScript 構文は

Xmath 構文と異なるため、MathScript ノードで動作する既存のスクリプトを変更す
る必要が生じることがあります。

プロパティ、メソッド、イベントの動作変更
以下のプロパティ、メソッド、イベントの動作は LabVIEW 8.6 で変更されました。

• シーングラフ表示クラスのカメラコントローラ : タイププロパティは、転置値を含みます。

• シーンウィンドウクラスのカメラコントローラ : タイププロパティは、転置値を含みます。

廃止されたプロパティ、メソッド、イベント

LabVIEW 8.6 以降では、以下のプロパティ、メソッド、イベントをサポートしていません。

• VI クラスの制御器の値 : 設定 [ 平坦化 ] メソッド 制御器の値 : 設定メソッドを代用して
ください。

• VI クラスの制御器の値 : すべてを取得 [ 平坦化 ] メソッド 制御器の値 : すべてを取得メ
ソッドを代用してください。

• VI クラスの制御器の値 : 取得 [ 平坦化 ] メソッド 制御器の値 : 取得メソッドを代用して
ください。

• VI プロパティ（ActiveX）クラスの VIModificationBitSet プロパティ。 
VIModificationBitSet2 プロパティを代用してください。

• VI プロパティクラスの修正 : VI 修正ビットセットプロパティ。 新規の修正 : VI 修正ビッ
トセットプロパティを代用してください。 LabVIEW 8.5 以前のバージョンでは、修正 : 
VI 修正ビットセットプロパティは 32 ビットの値を返します。 LabVIEW 8.6 では、新規
の「修正 : VI 修正ビットセット」プロパティは 64 ビット値を返します。



© National Instruments Corporation 11 LabVIEW アップグレードノート

名前変更されたプロパティ、メソッド、イベント
以下のプロパティ、メソッド、イベントの名前は LabVIEW 8.6 以降で変更されました。

リモートフロントパネルライセンスをアップグレードする（Windows）
LabVIEW を使用して、アプリケーションまたはフロントパネルをリモートで参照すること
をユーザに許可します。 LabVIEW は、 5、20、50 または無制限数のクライアントが一度に
フロントパネルにリモートで接続することを許可するライセンスをサポートしています。 
サーバコンピュータでは 1 つのライセンスのみ許可されます。 許可したい数に対応できる接
続を許可するライセンスを購入します。 LabVIEW 8.5.1 以前のバージョン用にリモートフロ
ントパネルライセンスをアップグレードした場合、既存のシリアル番号を使用して、

NI License Manager で同等の新規のライセンスをアクティブ化する必要があります。

アプリケーションビルダの共有コンポーネント
ローカルコンピュータ上ですべてのバージョンの LabVIEW で共有する共有ライブラリを作
成するには、コンポーネントをインストールします。 LabVIEW 8.6 のインストール後に旧
バージョンの LabVIEW をインストールすると、共有コンポーネントは旧バージョンによっ
て置換されます。 現行バージョンの LabVIEW で共有ライブラリの作成を試行すると、共有
コンポーネントに LabVIEW 8.6 に必要な機能がないため、エラーが発生します。 この問題
を解決するには、LabVIEW 8.6 を再インストールします。

LabVIEW 8.2 からアップグレードする
LabVIEW 8.2 から LabVIEW 8.6 にアップグレードする際、以下の互換性の問題が発生する
場合があります。 アップグレードの際に起こる可能性のある他の問題点については、このド
キュメントの「LabVIEW 8.5 からアップグレードする」セクションを参照してください。

メモ LabVIEW 8.2 からアップグレードする際に遭遇する可能性がある問題の詳細は、
ナショナルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/jp/infoで info code として
ex5d8cと入力して参照することもできます。

クラス LabVIEW 8.5 での名前 LabVIEW 8.6 での名前 タイプ

G オブジェクト 境界 : 高さ 境界 : 領域の高さ プロパティ

G オブジェクト 境界 : 幅 境界 : 領域の幅 プロパティ

プロジェクト項目 ディスクから接続解除 自動更新を停止 メソッド

ツリー制御器 展開 / 収縮記号 : インデン
トレベル 0 で表示

展開 / 収縮記号 : ルート
で記号を表示

プロパティ

VI 制御器の値 : 設定

[ バリアント ]
制御器の値 : 設定 メソッド

VI 制御器の値 : 取得

[ バリアント ]
制御器の値 : 取得 メソッド

VI 制御器の値 : すべてを取得

[ バリアント ]
制御器の値 : すべて取得 メソッド

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=ex5d8c
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サポートされているプラットフォーム

LabVIEW 8.5 以降には、サポートされているプラットフォームで以下の変更点が含まれて
います。

• LabVIEW 8.5 以降は Windows Vista x86 および x64 をサポートしています。

• LabVIEW 8.5 以降は Intel および PowerPC プロセッサ搭載の Macintosh コンピュー
タをサポートしています。

システム要件
（Windows） LabVIEW 8.5 の最小インストールには 1.2 GB のディスク容量が必要です。 
LabVIEW 8.6 の最小インストールには 1.6 GB のディスク容量が必要です。

（Mac OS） LabVIEW 8.5 の最小インストールには 502 MB 以上のディスク容量、完全イン
ストールには 734 MB 以上のディスク容量が必要です。 LabVIEW 8.6 の最小インストール
には 262 MB 以上のディスク容量、完全インストールには 828 MB 以上のディスク容量が
必要です。

（Linux） LabVIEW 8.5 の最小インストールには 450 MB 以上のディスク容量、LabVIEW の
完全インストールには 640 MB 以上のディスク容量が必要です。 LabVIEW 8.6 の最小イン
ストールには 365 MB 以上のディスク容量、完全インストールには 651 MB 以上のディスク
容量が必要です。

Windows Vista 互換性の問題

LabVIEW 8.5 以降では、以下の機能上の変更点を含める 32 および 64 ビットシステムの

Windows Vista OS においてサポートされています。

「In Port」および「Out Port」VI では、Vista OS ではセキュリティの理由で推奨されないシ
ステムの I/O ポートのすべてへの読み書きのアクセスが許可されているため、関数パレッ
トに表示されません。 
• （Windows Vista x86） VI のコンポーネントは適切にインストールされますが、

Windows Defender ログで「unsigned」と表示されます。 VI は正常に動作します。

• (Windows Vista x64) これらの VI はエラー –4850 を返します。

VI と関数の動作変更
以下の VI および関数の動作は LabVIEW 8.5 以降で変更されました。

解析 VI/ 関数の改善点

LabVIEW の各バージョンで、ナショナルインスツルメンツでは LabVIEW および C 関数の
多くのアルゴリズムを改善しています。 また、最新のコンパイラが使用されるように

LabVIEW をアップデートしています。 コンピュータのハードウェアとソフトウェアの変更
に伴って、これらの改善点は LabVIEW 8.2 以前のバージョンと LabVIEW 8.5 以降間で結
果が数値的に異なる原因となる場合があります。 倍精度浮動小数点数を比較すると、1E–16
の順序が多少異なることに気が付くかもしれません。浮動小数点数の比較の詳細は、ナショ
ナルインスツルメンツのウェブサイト（ni.com/jp/info）でインフォコードとして
exiigrと入力してください。

数学 VI
LabVIEW 8.5 以降では、以下の数学 VI が変更されました。

• f(x) 全ゼロ検索（Find All Zeroes of f(x)）―この VI の名前は「f(x) 全ゼロ検索（Find 
All Zeros of f(x)）」VI に変更されました。（英語版のみに適用） 

• f(x) のゼロと極値（Zeroes and Extrema of f(x)）―この VI の名前は「f(x) のゼロと
極値（Zeros and Extrema of f(x)）」に変更されました。（英語版のみに適用） 

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=exiigr
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数値関数

LabVIEW 8.5 以降には、以下の数値関数での変更点が追加されています。

• 切り上げ整数化（Round To +Infinity）―この関数は「切り上げ整数化
（Round Toward +Infinity）」という名前に変更されました。（英語版のみに適用）

• 切り下げ整数化（Round To -Infinity）―この関数は「切り下げ整数化
（Round Toward -Infinity）」という名前に変更されました。（英語版のみに適用）

信号処理 VI
「遷移計測（Transition Measurements）」VI のプレシュート出力は遷移前に変更されまし
た。 また、この出力は 64 ビット倍精度小数点数データタイプからクラスタデータタイプに
変更されました。 オーバーシュート出力は遷移後に変更されました。 また、この出力は 64
ビット倍精度小数点数データタイプからクラスタデータタイプに変更されました。

双曲線関数

LabVIEW 8.5 以降には、以下の双曲線関数での変更点が追加されています。

• 入力値が関数の範囲外の実数値の場合、「Inverse Hyperbolic Cosine」関数は NaNを
返します。

• 入力値が関数の範囲外の実数値の場合、「Inverse Hyperbolic Secant」関数は NaNを
返します。

ライブラリ & 実行可能ファイル VI および関数

パスカル文字列ポインタを構成する場合、ライブラリ関数呼び出しノードでは、ブロックダ
イアグラムで値を文字列入力に配線する必要があります。 C 文字列ポインタを構成する場
合、値を文字列入力に配線するか、またはライブラリ関数呼び出しダイアログボックスの
パラメータタブにある最小サイズプルダウンメニューで文字列サイズを指定する必要があり
ます。 VI は、文字列の値を指定するまで実行できません。

「VI リファレンスを開く」関数

LabVIEW 8.0 および 8.2 では、VI パス入力からの VI の名前がそのターゲットのメモリにあ
る VI 名と一致する場合、LabVIEW はメモリにある VI へのリファレンスを返して、VI パス
入力で指定された VI はロードしません。 LabVIEW 8.5 以降では、VI パス入力からの VI の
名前がそのターゲットのメモリにある VI 名と一致していても、パスが異なる場合は「VI リ
ファレンスを開く（Open VI Reference）」関数はエラーを返します。

64 ビットおよび倍精度数値データタイプをサポートする多態性 VI の端子

倍精度数値および 64 ビット整数タイプの両方をサポートする多態性 VI の端子に拡張精度数
値データを配線した場合、LabVIEW は拡張精度数値データを倍精度数値データに強制変換
します。 この強制変換では、元のデータの分数のコンポーネントの一部分が保持されます。

その他の VI および関数の動作における変更点

LabVIEW 8.5 以降には、以下の VI と関数の動作での変更点が追加されています。

• 「Instr Get Attribute」VI および「Instr Set Attribute」VI は、現在 LabVIEW と出荷さ
れていません。 これらの VI のどちらかをアプリケーションで使用する場合、同じ機能
が使用できるように、これらの VI を VISA 上級パレットのプロパティノードで置換し
ます。

• 「再帰ファイルリスト（Recursive File List）」VI の全フォルダパラメータにはフォルダ
ショートカットを含めることができますが、VI はそれらを再帰呼び出ししません。
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プロパティ、メソッド、イベントの動作変更
以下のプロパティ、メソッド、イベントの動作は LabVIEW 8.5 以降で変更されました。

• 制御器クラスのデータバインディングパスプロパティは、VI が実行中に読み書きと設
定の操作を行うことができます。 このプロパティを書き込むには、書き込みを開始する
前に NI Publish-Subscribe-Protocol（NI パブリッシュ - サブスクライブプロトコル）

URL に制御器を連結する必要があります。

• アプリケーションクラスのターゲット : CPU プロパティには、AMD/Intel x64の値が
含まれます。

• アプリケーションクラスのターゲット : オペレーションシステムプロパティには、
Windows x64および Linux x64という値が含まれます。

• ツリーの列ヘッダ内にポイントを配線すると、ツリー制御器クラスのポイントから行列
メソッドは TREE_COLUMN_HEADERSというタグを返します。

• LabVIEW クラス : 作成メソッドには、名前入力が含まれています。 名前入力を配線し
ない場合、LabVIEW は実行時にクラスの名前を指定するようにユーザにプロンプトし
ます。

• 制御器の値 : 取得 [ バリアント ]、制御器の値 : 取得 [ 平坦化 ]、制御器の値 : 設定

[ バリアント ]、制御器の値 : 設定 [ 平坦化 ] メソッドでは、制御器の検索時に先行また
は末尾のスペースが削除されなくなりました。

廃止されたプロパティ、メソッド、イベント

LabVIEW 8.5 以降では、以下のプロパティ、メソッド、イベントをサポートしていません。

• LV クラスライブラリクラスのデフォルトインスタンスプロパティ。 「LV クラスデフォ
ルト値を取得（Get LV Class Default Value）」VI を代用してください。

• シーンオブジェクトクラスのジオメトリプロパティ。 描画領域プロパティを代用してく
ださい。

• グラフチャートクラスの補助カラープロパティ。 グラフスケールクラスのグリッドカ
ラープロパティを代用してください。

• グラフチャートクラスのグリッドカラー : X カラープロパティ。 グラフスケールクラス
のグリッドカラー : 主カラープロパティとグリッドカラー : 補助カラープロパティを代
用してください。

• グラフチャートクラスのグリッドカラー : Y カラープロパティ。 グラフスケールクラス
のグリッドカラー : 主カラープロパティとグリッドカラー : 補助カラープロパティを代
用してください。

• 波形チャートクラスの凡例 : プロット表示プロパティ。 凡例 : 行数プロパティを代用し
てください。

• 波形グラフクラスの凡例 : プロット表示プロパティ。 凡例 : 行数プロパティを代用して
ください。

• リストボックスクラスのピクセル幅プロパティ。 境界 : 領域の幅プロパティを代用して
ください。

• ピクチャクラスのスクロールバー表示プロパティ。 水平スクロールバー表示および垂直
スクロールバー表示プロパティを代用してください。

• シーンオブジェクトクラスのジオメトリを設定メソッド。 描画領域を設定メソッドを代
用してください。

• アプリケーションクラスのシーン : ジオメトリ : 新規メッシュメソッド。 シーン : 描画領
域 : ジオメトリ : 新規メッシュメソッドを代用してください。
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• 制御器クラスのドラッグ開始イベント。 適切な制御器クラスのドラッグ開始イベントを
代用してください。

• 制御器クラスのドラッグ開始 ? イベント。 適切な制御器クラスのドラッグ開始 ? イベン
トを代用してください。

名前変更されたプロパティ、メソッド、イベント
以下のプロパティ、メソッド、イベントの名前は LabVIEW 8.5 以降で変更されました。

クラス LabVIEW 8.2 での名前 LabVIEW 8.5 での名前 タイプ

AbsTime、数値 データ範囲 データエントリ制限 プロパティ

AbsTime、数値 データ範囲 : 増分 データエントリ制限 : 増分 プロパティ

AbsTime、数値 データ範囲 : 最大 データエントリ制限 : 最大 プロパティ

AbsTime、数値 データ範囲 : 最小 データエントリ制限 : 最小 プロパティ

AbsTime、数値 範囲外の動作 範囲外の値への対応 プロパティ

AbsTime、数値 範囲外の場合の動作 : 増分 範囲外の値への対応 : 増分 プロパティ

AbsTime、数値 範囲外の場合の動作 : 最大 範囲外の値への対応 : 最大 プロパティ

AbsTime、数値 範囲外の場合の動作 : 最小 範囲外の値への対応 : 最小 プロパティ

アプリケーション ライブラリ : プロジェクト
ライブラリファイルバー
ジョンを取得

ライブラリ : ファイル

LabVIEW バージョンを取得
メソッド

アプリケーション シーン : ジオメトリ :
新規の立方体

シーン : 描画領域 : ジオメト
リ : 新規ボックス

メソッド

アプリケーション シーン : ジオメトリ :
新規の円錐

シーン : 描画領域 : ジオメト
リ : 新規の円錐

メソッド

アプリケーション シーン : ジオメトリ :
新規の円柱

シーン : 描画領域 : ジオメト
リ : 新規の円柱

メソッド

アプリケーション シーン : ジオメトリ :
新規ハイトフィールド

シーン : 描画領域 : ジオメト
リ : 新規ハイトフィールド

メソッド

アプリケーション シーン : ジオメトリ :
新規メッシュ

シーン : 描画領域 : ジオメト
リ : 新規メッシュ

メソッド

アプリケーション シーン : ジオメトリ :
新規の球

シーン : 描画領域 : ジオメト
リ : 新規の球

メソッド

アプリケーション 
(ActiveX)

ライブラリ : プロジェクト
ライブラリファイルバー
ジョンを取得

ライブラリ : ファイル

LabVIEW バージョンを取得
メソッド

デジタル、数値テキ
スト、スケール

形式と精度 表示形式 プロパティ

デジタル、数値テキ
スト、スケール

形式と精度 : 形式 表示形式 : 形式 プロパティ
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LabVIEW MathScript の動作変更 (Windows、ベースパッケージにはありま
せん )
LabVIEW 8.5 以降では、以下の LabVIEW MathScript が変更されました。

• MathScript 関数を使用して検索パスリストまたは作業ディレクトリに加えられた変更
は、関数を呼び出す操作を行う LabVIEW MathScript ウィンドウまたは MathScript
ノードの現在のインスタンスにのみ適用されます。 
– addpath

– cd

– path

– rmpath

LabVIEW MathScript ウィンドウを閉じたり、MathScript ノードを含む VI の実行を
停止すると、検索パスリストおよび作業ディレクトリはデフォルト値にリセットされま
す。

• qz関数の構文は、[q, z, alpha, beta, evec] = qz(a, b)から [S, T, Q, Z, 
R, L] = qz(A, B, type)に変更されました。

LabVIEW クラスアイコン

LabVIEW 8.2 で LabVIEW クラスアイコンを作成して、ブロックダイアグラムにクラス制
御器または表示器を配置した際アイコンを表示させたい場合、クラスマスクによってクラス
アイコンの一部分が隠されないように、アイコンが表示される領域を小さくするようにクラ
スアイコンを更新する必要があります。 幅 32 ピクセル x 高さ 19 ピクセル未満の画像を使用
してください。

LabVIEW で LLB を開く
オプションダイアログボックスの環境ページの LLB ファイルに Windows エクスプローラ
を有効オプションは削除されました。 LabVIEW は、LLB マネージャウィンドウで LLB を開
きます。 LLB を開く詳細は、ナショナルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/jp/info
にアクセスし、info code として exvfc5と入力してください。

タイミングループの優先度に関する制限

LabVIEW 8.2.x 以前では、タイミングループの優先度に対して 2^32 まで選択できます。 
LabVIEW 8.5 以降では、65,535 未満の優先度のみサポートしています。

デジタル、数値テキ
スト、スケール

形式と精度 : 精度 表示形式 : 精度 プロパティ

デジタル表 列ヘッダ表示 信号番号表示 プロパティ

デジタル表 行ヘッダ表示 遷移表示可能 プロパティ

シーングラフ表示お
よびシーンウィンド
ウ

色をクリア 背景色 プロパティ

シーンオブジェクト ジオメトリを設定 描画領域を設定 メソッド

VI コネクタペーン コネクタぺーン : 設定 プロパティ

クラス LabVIEW 8.2 での名前 LabVIEW 8.5 での名前 タイプ

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=exvfc5
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波形データタイプ
波形配列の範囲外に指標付けすると、結果の波形は 0 に等しい dt 値を含む不適切な波形で
はなく、1 に等しい dt 値を含む適切な波形となります。また、スカラ出力トンネルを含む

For ループを 1 度も実行しない場合にも同じ結果となります。

LabVIEW 8.0 からアップグレードする
LabVIEW 8.0 から LabVIEW 8.6 にアップグレードする際、以下の互換性の問題が発生する
場合があります。 起こり得るその他のアップグレードの問題の詳細は、このドキュメントの
「LabVIEW 8.2 からアップグレードする」および「LabVIEW 8.5 からアップグレードする」
の各セクションを参照してください。

各バージョンの新機能および変更点の詳細は、LabVIEW のバージョン 8.0 と 8.5 間の各
バージョンの『LabVIEW アップグレードノート』（ni.com/jp/manuals）を参照してくだ
さい。

サポートされているプラットフォーム

LabVIEW 8.2 以降には、サポートされているプラットフォームで以下の変更点が含まれて
います。

• LabVIEW 8.2 以降では、Windows XP x64 はサポートされていません。

• LabVIEW 8.2 以降では、Mac OS X 10.3.8 以前のバージョンはサポートされていません。

• LabVIEW 8.2 では、Intel プロセッサを搭載した Macintosh コンピュータの部分的な
サポートを提供しています。 Macintosh のサポートの詳細は、ナショナルインスツル
メンツのウェブサイト ni.com/jp/infoにアクセスし、info code として macintel
と入力してください。 LabVIEW 8.5 では、Intel および PowerPC プロセッサを搭載し
た Macintosh コンピュータがサポートされています。

システム要件
（Windows） LabVIEW 8.2 では、LabVIEW のインストールには最低 1.2 GB のディスク容量
が必要です。 LabVIEW 8.6 では、LabVIEW のインストールには最低 1.6 GB のディスク容
量が必要です。

（Mac OS） LabVIEW 8.2 の最小インストールには 500 MB 以上のディスク容量、完全イン
ストールには 700 MB 以上のディスク容量が必要です。 LabVIEW 8.6 の最小インストール
には 262 MB 以上のディスク容量、完全インストールには 828 MB 以上のディスク容量が
必要です。

(Linux) LabVIEW 8.2 の最小インストールには 430 MB 以上のディスク容量、完全インス
トールには 620 MB 以上のディスク容量が必要です。 LabVIEW 8.6 の最小インストールに
は 365 MB 以上のディスク容量、完全インストールには 651 MB 以上のディスク容量が必要
です。

印刷版ドキュメント
以下のドキュメントは、LabVIEW 8.2 で変更されていません。 そのため、LabVIEW 8.2 で
の変更点がドキュメントの内容に反映されていない可能性があります。

• LabVIEW クイックリファレンスカード

• LabVIEW 基本機能―『LabVIEW 基本機能』マニュアルは『LabVIEW ヘルプ』
の基本機能ブックのサブセットなため、更新された内容の詳細は、『LabVIEW ヘルプ』
の目次タブの基本機能ブックを参照してください。

VI と関数の動作変更
以下の VI および関数の動作は LabVIEW 8.2 以降で変更されました。

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=help&openagent&code=rdbp02
http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=macintel
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アプリケーションインスタンス間でデータを交換する

LabVIEW 8.2 以降では、「キュー取得（Obtain Queue）」、「ノーティファイア取得
（Obtain Notifier）」、「ユーザイベントを作成（Create User Event）」、「セマフォ生成
（Create Semaphore）」、「ランデブー生成（Create Rendezvous）」関数を使用して

LabVIEW アプリケーションインスタンス間でデータを交換することはできません。 アプリ
ケーションインスタンスで取得したキュー、ノーティファイア、ユーザイベント、セマ
フォ、ランデブーリファレンスは、別のアプリケーションインスタンスで使用できません。

「固有ベクトル変換」VI
「固有ベクトル変換（Back Transform Eigenvectors）」VI の指標 - 低、指標 - 高、スケール
は必須の入力です。

「DataSocket 書き込み」関数

LabVIEW 8.0.1 では、「DataSocket 書き込み（DataSocket Write）」関数のデフォルト動
作が非同期に変更されました。 LabVIEW 8.0 と LabVIEW 8.2 以降の両方が使用するコン
ピュータにインストールされている場合、labview¥examples¥Shared Variableディレ
クトリの DataSocket API クライアント VI サンプルは VI を停止するとエラーを返します。 
LabVIEW 8.2 以降でこのサンプルを使用するには、LabVIEW 8.0 を 8.0.1 にアップデート
する必要があります。

ファイル I/O VI
「スプレッドシートファイルに書き込む（Write To Spreadsheet File）」VI と「スプレッド
シートファイルから読み取る（Read From Spreadsheet File）」VI は、多態性 VI です。
「スプレッドシートファイルに書き込む」VI は、形式入力に配線する値に適応します。 
「スプレッドシートファイルから読み取る」VI には、以下の DBL、I64、文字列のインスタ
ンスが含まれています。

「GPIB ステータス」関数

LabVIEW 8.0 では、「GPIB ステータス（GPIB Status）」関数はエラー入力の入力でエラー
を受信した場合は実行されませんでした。 LabVIEW 8.2 以降では、「GPIB ステータス」関
数はエラー入力の入力でエラーを受信した場合でも必ず実行されます。

「ヒストグラム」VI
「ヒストグラム（Histogram）」VI の間隔入力のデフォルト値が 10に変更されました。

「VI リファレンスを開く」関数

「VI リファレンスを開く（Open VI Reference）」関数のオプション入力のデフォルトの動
作は、リファレンス VI の見つからないサブ VI を検出するとロードするダイアログボックス
が表示されます。 LabVIEW で自動的に検索できなかった VI の検索は、ユーザにはプロンプ
ト表示されません。 0x20の新規値は、ロードするダイアログボックスを表示しないように
指定し、リファレンス VI の見つからないサブ VI を検索します。 見つからないサブ VI を検
索するようユーザにプロンプト表示するには、オプションの 0x10値を使用します。

「多項式の根」VI
P(x) がゼロ以外の定数と等しい場合、「多項式の根（Polynomial Roots）」VI はエラーを返
しません。 ただし、P(x) が 0の場合、「多項式の根」VI はエラー -20111を返します。 この

VI の入力多項式係数のすべては、ゼロにすることはできません。

「ランプパターン」VI
「ランプパターン（Ramp Pattern）」VI では、サンプルが 1および最後を除外 ? が TRUE の
場合、VI は開始の 1 つの要素を含む配列をエラーなしで返します。 LabVIEW8.0 では、
上記の状態において VI はエラーを返しました。
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「シンプルレジストリ値読み取り」VI
LabVIEW 8.0 では、VI が平坦化された文字列の配列で使用する REG_MULTI_SZ文字列形式
が正しく処理されませんでした。 この問題によって、「シンプルレジストリ値読み取り

（Read Registry Value Simple）」VI に対してこのデータタイプを処理するようにパーサを
作成することが必要でした。 LabVIEW 8.2 以降では、「シンプルレジストリ値読み取り」VI
は「シンプルレジストリ値書き込み（Write Registry Value Simple）」VI で使用されるデー
タタイプと同じ形式でこのデータタイプを返します。 現在独自のパーサーを追加する必要は
ありません。 LabVIEW 8.2 以降でこれらの VI とパーサを使用すると、「シンプルレジストリ
値読み取り」VI が不正なデータを返す原因となります。

「複数波形のリサンプル ( 単発 )」VI
「複数波形のリサンプル ( 単発 )（Resample Waveforms (single shot)）」VI の開区間 ?
入力のデフォルト値は、閉区間が選択されるように、TRUE から FALSE に変更されました。 
必要に応じて既存のコードを更新しない場合、VI は予想する結果を返さない可能性があり
ます。

サウンド VI
「サウンド入力読み取り（Sound Input Read）」VI と「サウンドファイル簡易読み取り
（Sound File Read Simple）」VI は、データ出力の t0 コンポーネントは最初に読み取られ
たサンプルのタイムスタンプを返します。 LabVIEW は最初のサンプル読み取りの初期時間
を概算します。

連続的なサウンドタスクでサウンドを停止するために、「サウンド出力ストップ（Sound 
Output Stop）」VI を呼び出す必要がなくなりました。

「サウンド出力待機（Sound Output Wait）」VI は連続サンプルモードと有限サンプルモー
ドで動作します。

波形 VI
LabVIEW 8.2 以降では、以下の波形 VI での変更点が含まれています。

• 「基本レベルトリガ検出（Basic Level Trigger Detection）」VI―この VI の両方のイン
スタンスにおいて、勾配入力はトリガスロープに変更されました。

• 「部分波形取得（Get Waveform Subset）」VI―WDT 部分波形取得 DBL、WDT 部分波
形取得 CDB、WDT 部分波形取得 EXT、WDT 部分波形取得 I16、WDT 部分波形取得

I32、WDT 部分波形取得 I8、WDT 部分波形取得 SGL というインスタンスが含まれま
す。 現在、開始 / 遅延形式入力には、絶対時間オプションは含まれていません。 開始入
力は開始サンプル / 時間、実際の開始出力は実際の開始サンプル / 時間に変更されまし
た。

• 「波形時間配列取得（Get Waveform Time Array）」VI―X 配列出力のデータタイプが
倍精度浮動小数点数からタイムスタンプに変更されました。

• 「Y 値取得（Get Y Value）」VI―この VI と対応する多態性インスタンスは、「XY 値を
取得（Get XY Value）」VI に名前が変更されました。 「XY 値を取得」VI では、X 値出
力が追加され、データ値出力が Y 値に変更されました。

• 「波形サンプル数（Number Of Waveform Samples）」VI―この VI は、WDT 波形サ
ンプル数 DBL、WDT 波形サンプル数 CDB、WDT 波形サンプル数 EXT、WDT 波形サン
プル数 I16、WDT 波形サンプル数 I32、WDT 波形サンプル数 I8、WDT 波形サンプル数

SGL というインスタンスを含む多態性 VI です。

• 「ファイルから波形を読み取り（Read Waveform from File）」VI―エラーが EOFーの
場合、エラー出力に TRUE のエラーステータスを返します。

• 「部分置換 (Replace Subset)」VI―開始入力は開始サンプル / 時間、実際の開始出力
は実際の開始サンプル / 時間に変更されました。
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• 「デジタルパターン検索（Search for Digital Pattern）」VI―開始入力は開始指標 / 時
間に変更されました。

• 「波形検索（Search Waveform）」VI―最良フィット時間出力とフィット時間出力の
データタイプは倍精度浮動小数点数からタイムスタンプに変更されました。

• 「波形最大最小（Waveform Min Max）」VI―最小時間出力と最大時間出力のデータタ
イプは倍精度浮動小数点数からタイムスタンプに変更されました。

• 「波形から XY ペア（Waveform to XY Pairs）」VI―XY ペア出力の x 要素のデータタイ
プは倍精度浮動小数点数からタイムスタンプに変更されました。

プロパティ、メソッド、イベントの動作変更
以下のプロパティ、メソッド、イベントの動作は LabVIEW 8.2 以降で変更されました。

• ActiveX GetVIReference メソッドのオプション入力のデフォルトの動作は、リファ
レンス VI の見つからないサブ VI を検出するようにユーザにプロンプトします。 0x20
の新規値は、検索ダイアログボックスを表示しないか、またはリファレンス VI の見つ
からないサブ VI を検出するようにユーザにプロンプトします。

• プロジェクト項目クラスの項目を追加メソッドは、プロジェクトで開かれていないライ
ブラリにシェア変数を追加しようとするとエラーを返します。

• VI を実行メソッドのリファレンスを自動破棄入力が TRUE で、メソッドがエラーを返
す場合、LaｂVIEW はリファレンスを破棄しません。

• アプリケーション : 言語プロパティの有効な値には、簡体中国語が LabVIEW 環境の言
語であること示すように zh-cnが追加されています。

• LabVIEW 8.0 では、配列データタイプをリファレンスによって渡す .NET メソッドはす
べてのデータを refnum データタイプとして渡します。 LabVIEW 8.2 以降では、配列
データタイプをリファレンスによって渡す .NET メソッドはデータを実際のデータタイ
プとして渡します。

• デジタル表、複数列リストボックス、表、ツリー制御器の各クラスの編集位置プロパ
ティは、ユーザが制御器のテキストを編集していないことを示すように、(–2, –2) の値
を返します。 リストボックスクラスの行を編集プロパティは、ユーザが制御器のテキス
トを編集していないことを示すように –2 の値を返します。

• LabVIEW 8.0 では、パネルアップデートを延期プロパティは、サブパネルのフロント
パネルの更新を保留にしませんでした。 LabVIEW 8.2 以降では、パネルアップデートを
延期プロパティはサブパネルと動作します。

• 「アプリケーションの終了」イベントと「アプリケーションの終了 ?」イベントは、
「アプリケーションインスタンスを閉じる」イベントと「アプリケーションインスタン
スを閉じる ?」イベントを置換しました。 LabVIEW プロジェクト以外で実行中の VI で
「アプリケーションインスタンスを閉じる」イベントを使用する場合、ユーザインタ
フェースまたはプログラムを介して LabVIEW を終了すると、LabVIEW はイベントを
生成します。 「アプリケーションの終了 ?」イベントは、LabVIEW をユーザインタ
フェースを介して終了すると生成されます。 LabVIEW プロジェクトで実行中の VI に対
して「アプリケーションインスタンスを閉じる」イベントと「アプリケーションインス
タンスを閉じる ?」イベントを登録する場合、アプリケーションインスタンスが閉じら
れるか、LabVIEW を終了すると、LabVIEW はイベントを生成します。

廃止されたプロパティ、メソッド、イベント

LabVIEW 8.2 以降では、以下のプロパティ、メソッド、イベントをサポートしていません。

• LabVIEW 8.2 以降では、コネクタペーンのプロパティをサポートしていません。 
• LabVIEW 8.x は、変数クラスのデータタイプロパティをサポートしていません。 変数ク

ラスのデータタイプ（バリアント）プロパティを代用してください。
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名前変更されたプロパティ、メソッド、イベント
以下のプロパティ、メソッド、イベントの名前は LabVIEW 8.2 以降で変更されました。

クラス LabVIEW 8.0 での名前 LabVIEW 8.2 以降での名前 タイプ

アプリケーション スレーブから切断 LVRT: スレーブから切断 メソッド

アプリケーション アプリケーションの終了 アプリケーションインスタ
ンスを閉じる

イベント

アプリケーション アプリケーションの終了 ? アプリケーションインスタ
ンスを閉じる ?

イベント

強度グラフ、ミッ
クスドシグナルグ
ラフ、波形グラフ

カーソルパレット表示 カーソル凡例表示 プロパティ

ライブラリ ライブラリタグを削除 ライブラリタグ : 削除 メソッド

ライブラリ アイコンを取得 アイコン : 取得 メソッド

ライブラリ ライブラリタグを取得 ライブラリタグ : 取得 メソッド

ライブラリ ライブラリタグ名を取得 ライブラリタグ : 名前を取得 メソッド

ライブラリ ロック状態を取得 ロック状態 : 取得 メソッド

ライブラリ ソーススコープを取得 ソーススコープ : 取得 メソッド

ライブラリ 保存 保存 : ライブラリ メソッド

ライブラリ コピーを保存 保存 : コピー メソッド

ライブラリ アイコンを設定 アイコン : 設定 メソッド

ライブラリ ライブラリタグを設定 ライブラリタグ : 設定 メソッド

ライブラリ ロック状態を設定 ロック状態 : 設定 メソッド

ライブラリ ソーススコープを設定 ソーススコープ : 設定 メソッド

リストボックス、
複数列リストボッ
クス、ツリー制御
器

ドラッグ / ドロップ : 項目の
ドラッグを許可

ドラッグ / ドロップ : ドラッ
グを許可

プロパティ

パスと文字列 ドロップを許可 ドロップを許可 プロパティ

プロジェクト項目 タグを削除 タグ : 削除 プロパティ

プロジェクト項目 タグを取得 タグ : タグを取得 プロパティ

プロジェクト項目 タグ名を取得 タグ : 名前を取得 プロパティ

プロジェクト項目 XML タグを取得 タグ :XML タグを取得 プロパティ

プロジェクト項目 タグを設定 タグ : タグを設定 プロパティ

プロジェクト項目 XML タグを設定 タグ :XML タグを設定 プロパティ
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アプリケーションビルダでの変更点

LabVIEW 8.2. 以降では、.llbの拡張子を付けるようにアプリケーションまたは共有ライ
ブラリの名前を変更することで、スタンドアプリケーション（EXE）または共有ライブラリ
（DLL）の内容を参照することはできません。 また、アプリケーションまたは共有ライブラリ
の外から VI へのパスを指定することで、スタンドアプリケーションまたは共有ライブラリ
の VI にアクセスすることもできません。 アプリケーションと共有ライブラリを表示および
アクセスする詳細は、ナショナルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/jp/infoにア
クセスして、info code として macintelと入力してください。

LabVIEW 7.x からアップグレードする
LabVIEW 7.x から LabVIEW 8.6 にアップグレードする際、以下の互換性の問題が発生する
場合があります。 起こり得るその他のアップグレードの問題の詳細は、このドキュメントの

「LabVIEW 8.0 からアップグレードする」、「LabVIEW 8.2 からアップグレードする」、
「LabVIEW 8.5 からアップグレードする」の各セクションを参照してください。

各バージョンの新機能および変更点の詳細は、LabVIEW のバージョン 7.x から 8.5 の各
バージョンの『LabVIEW アップグレードノート』（ni.com/jp/manuals）を参照してくだ
さい。

メモ 『LabVIEW 基本機能』マニュアルは、LabVIEW 8.6 用に変更がありません。 これ
らのドキュメントの PDF 版は、labview¥manualsディレクトリで参照できます。 
『LabVIEW 基本機能』マニュアルは『LabVIEW ヘルプ』の基本機能ブックのサブセッ
トなため、更新された内容の詳細は、『LabVIEW ヘルプ』の目次タブの基本機能ブック
を参照してください。

サポートされているプラットフォーム

LabVIEW 8.x には、サポートされているプラットフォームで以下の変更点が含まれています。

• LabVIEW 7.1 以降では、Windows Me/98/95 はサポートされていません。

LabVIEW 8.x では、Windows NT はサポートされていません。

• LabVIEW 8.x では、Mac OS X 10.2 以前のバージョンはサポートされていません。

• LabVIEW 8.x では、Sun Solaris はサポートされていません。

プロジェクト項目 ライブラリ項目タイプ文字列 ライブラリ項目タイプ : 文字
列

プロパティ

プロジェクト項目 ライブラリ項目タイプ ライブラリ項目 : タイプ プロパティ

クラス LabVIEW 8.0 での名前 LabVIEW 8.2 以降での名前 タイプ

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=exjk3b
http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=help&openagent&code=rdbp02
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システム要件

LabVIEW 7.x の RAM の最小要件は 128 MB ですが、ナショナルインスツルメンツでは

256 MB を推奨します。 LabVIEW 8.5 では、最低 256 MB 以上の RAM が必要とされていま
すが、ナショナルインスツルメンツでは 1 GB 以上の RAM を推奨します。

LabVIEW 7.x は 800 × 600 ピクセルの画面の解像度を必要としますが、ナショナルインス
ツルメンツでは 1024 × 768 ピクセルの画面の解像度を推奨します。 LabVIEW 8.x には、

1024 × 768 ピクセルの画面の解像度が必要です。

ウィンドウ

LabVIEW 7.x では、Pentium III 以降または Celeron 600 MHz 以降のプロセッサが必要で
すが、ナショナルインスツルメンツでは Pentium 4 以降のプロセッサを推奨します。 
LabVIEW 8.x では、Pentium III または Celeron 866 MHz 以上のプロセッサが必要ですが、
ナショナルインスツルメンツでは Pentium 4 以上のプロセッサを推奨します。

LabVIEW 7.x では、LabVIEW の最小インストールには最低 130 MB のディスク容量、完全
インストールには 550 MB のディスク容量が必要です。 LabVIEW 8.6 でインストールを完
了するには 1.6 GB のディスク容量が必要です。

Mac OS
LabVIEW 7.x では、LabVIEW の最小インストールには最低 280 MB のディスク容量、完全
インストールには 350 MB のディスク容量が必要です。 LabVIEW 8.6 の最小インストール
には 262 MB 以上のディスク容量、完全インストールには 828 MB 以上のディスク容量が
必要です。

Linux
LabVIEW 7.x では、Pentium III 以降または Celeron 600 MHz 以降のプロセッサが必要で
すが、ナショナルインスツルメンツでは Pentium 4 以降のプロセッサを推奨します。 
LabVIEW 8.x では、Pentium III または Celeron 866 MHz 以上のプロセッサが必要ですが、
ナショナルインスツルメンツでは Pentium 4 以上のプロセッサを推奨します。

LabVIEW 7.x では、LabVIEW の最小インストールには最低 200 MB のディスク容量、完全
インストールには 300 MB のディスク容量が必要です。 LabVIEW 8.6 の最小インストール
には 365 MB 以上のディスク容量、完全インストールには 651 MB 以上のディスク容量が必
要です。

LabVIEW 7.x は、GNU C Library（glibc）バージョン 2.1.3 以降が必要ですが、ナショナ
ルインスツルメンツは GNU C Library バージョン 2.2.4 以降を推奨します。 LabVIEW 8.x
には、GNU C Library バージョン 2.2.4 以降が必要です。

LabVIEW 7.x は、Red Hat Linux 7.0 以降、Mandrake Linux 8.0 以降、SuSE Linux 7.1 以
降、または Debian Linux 3.0 以降で動作します。 LabVIEW 8.x は、Red Hat Enterprise 
Linux WS 以降、MandrakeLinux/Mandriva 10.0 以降、または SuSE Linux 9.1 以降で動作
します。

カスタムパレットセット

LabVIEW 8.x はカスタムパレットセットをサポートしていません。 パレットセットは、カス
タムパレットセットを使用せずに編集できます。 LabVIEW 8.0 でのパレットの変更点の詳細
は、ナショナルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/jp/infoにアクセスして、

info code として lv8paletteと入力してください。

VI と関数の動作変更

LabVIEW 7.1 および 8.0 では、以下の VI および関数が LabVIEW 7.1 または 8.0 で変更され
ました。

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=lv8palette
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.NET VI と .NET アプリケーション

LabVIEW 8.x で .NET の関数およびアプリケーションを使用するには、.NET Framework 1.1 
Service Pack 1 またはそれ以降が必要です。 .NET Framework 1.1 Service Pack 1 をイン
ストールする前に、Microsoft .NET Framework 1.1 Hotfix KB886904 を削除する必要があ
ります。

最後に LabVIEW 7.x で保存された .NET VI をロードすると、アセンブリファイルがこの VI
と同じディレクトリに存在する場合でも、または LabVIEW 7.x でツール→上級→ .NET アセ
ンブリリファレンスを選択してアセンブリファイルを登録した場合、LabVIEW 8.x は VI が
参照するアセンブリを検索するようにプロンプトする場合があります。

解析 VI のアルゴリズム

LabVIEW 7.1 以降では、解析 VI は BLAS/LAPACK アルゴリズムを使用します。 これらの VI
は、より正確な結果を生成するようになりました。 LabVIEW 8.x では、これらの VI は数学
および信号処理パレットにあります。

「信号を付加」Express VI
LabVIEW 7.x では、「信号を付加（Append Signals）」Express VI の入力信号 A が空また
は未配線で、単一信号または連結信号を入力信号 B に配線する場合、付加信号出力は空に
なります。 LabVIEW 8.x では、入力信号 A が空または配線されていない場合、単一信号を
入力信号 B に配線すると、Express VI は入力信号 B を返します。 連結信号のみを入力信号 B
に配線する場合は、連結信号の各信号は次の信号を付加して、結果として 1 つの信号を生
成します。

比較関数

LabVIEW 7.x 以前では、比較関数を使用してバリアントデータを比較すると、LabVIEW は
最初に 2 つのバリアントの長さを比較して、次にバリアントをビットごとに比較します。 
LabVIEW 8.x では、バリアントの実際のタイプ情報をエンコードするタイプコードとバリ
アントデータの比較を開始して、次にその他の入力特有の属性を比較します。

「内積」VI
LabVIEW 7.0 では、「内積（Dot Product）」VI は以下の式を使用して、X および Y の入力
ベクトルの内積を計算します。

LabVIEW 7.1 以降では、「内積」VI は以下の式を使用して複素数入力の内積を計算します。

ここで、yi* は、yi の複素共役です。

「Easy Text Report」VI（Mac OS および Linux）
「Easy Text Report」VI のコネクタペーンは変更されました。 LabVIEW 8.x では、「Easy 
Text Report」VI を使用する、最後に LabVIEW 7.x 以前のバージョンで保存された VI を開
く際、サブ VI を右クリックして、ショートカットメニューから Relink To SubVI を選択す
る必要があります。

X* Y xiyi
i 0=

n 1–

∑=

X *Y xiyi∗

i 0=

n 1–

∑=
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「文字列にフォーマット」関数

LabVIEW 7.x では、%o、%b、または %xの形式指定子の構文要素を「文字列にフォーマッ
ト（Format Into String）」関数と使用すると、その入力を文字列に変換する前に浮動小数
点入力が 32 ビット整数に丸め込まれます。 

LabVIEW 8.x では、これらの形式指定子の構文要素は、この関数がその入力を文字列に変
換する前に浮動小数点入力を 64 ビット整数に丸め込む原因となります。

「数値結合」関数

LabVIEW 7.x 以前では、「数値結合（Join Numbers）」関数は 32 ビット整数入力を 16
ビット整数に強制変換して、1 つの 32 ビット整数を作成します。 LabVIEW 8.x では、
「数値結合」関数は 32 ビット整数入力を結合して、1 つの 64 ビット整数を作成します。 

メモ LabVIEW 7.x の VI を LabVIEW 8.x で開いた場合、LabVIEW は 32 ビット整数入
力を 16 ビット整数に強制変換します。

数学 VI と行列

LabVIEW 8.x では、数学 VI は行列データタイプをサポートしています。 LabVIEW 7.x で作
成された VI を LabVIEW 8.x でロードし、その VI に行列データタイプを使用できる関数に
配線された数学 VI があり、2D 配列を代用している場合、赤い 7.x グリフがその関数上に表
示されます。 赤いグリフは、LabVIEW によって 2D 配列が行列データタイプで置換された
ことを示します。

文字列 / 数値変換関数

LabVIEW 7.x では、「数値を 16 進数文字列に変換（Number To Hexadecimal String）」、
「数値を 8 進数文字列に変換（Number To Octal String）」、「数値を 10 進数文字列に変換
（Number To Decimal String）」関数は、入力を文字列に変換する前に浮動小数点入力を

32 ビット整数に丸め込みます。

LabVIEW 8.x では、これらの関数は入力を文字列に変換する前に、浮動小数点入力を 64
ビット整数に丸め込みます。 ただし、LabVIEW 8.x で LabVIEW 7.x の VI を開く場合は、

LabVIEW は浮動小数点入力を 32 ビット整数に丸め込むことで、互換性と機能性を維持し
ます。

「VI リファレンスを開く」関数

LabVIEW 7.x では、「VI リファレンスを開く（Open VI Reference）」関数の VI パス入力
がパスで、同じ名前の VI がメモリに存在する場合、メモリ内の VI へのパスが指定したパス
と一致しない場合でも、LabVIEW はメモリ内の VI へのリファレンスを返します。

LabVIEW 8.x では、「VI リファレンスを開く」関数の VI パス入力が文字列の場合、VI パス
がそのターゲット上のメモリにある VI の VI の正規名に一致する場合のみ、LabVIEW は VI
を開きます。 VI パスがパスの場合、LabVIEW は同じターゲット上の同じパスでメモリ内の

VI を検索します。 LabVIEW が一致するパスで VI を検出しない場合、LabVIEW は指定され
たパスでディスクから VI をロードしようとします。 LabVIEW 8.5 以降では、LabVIEW が
ファイルを検出できない場合、またはファイルの VI 名がそのターゲット上のメモリにある
別の VI と同じ VI の正規名である場合、エラーが発生します。

「クイックスケール」VI
LabVIEW 7.1 以前では、「クイックスケール 1D（Quick Scale 1D）」VI または「クイック
スケール 2D（Quick Scale 2D）」VI の X 入力がゼロの配列の場合、この VI は max|X|
を 0および Y[i]=X[i]/Max|X| として返すか、または Yij=Xij/Max|X| を NaNの配列とし
て返します。 LabVIEW 8.x では、「クイックスケール（Quick Scale）」VI の X 入力が 0 の
配列の場合、この VI は max|X| を 0として返し、Y[i]=X[i]/Max|X| または

Yij=Xij/Max|X| を 0 の配列として返します。
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「キーを読み取る」VI
LabVIEW 7.x 以前では、「キーを読み取る（Read Key）」VI の文字列インスタンスを使用し
て、Shift-JIS でエンコードされた日本語のマルチバイト文字を読み取ることができます。 
1または <Shift-JIS>をマルチバイトエンコーディング入力に配線する必要があります。 
LabVIEW 8.x では、オペレーティングシステムの地域設定を適切なエンコーディングに設
定する場合、「キーを読み取る」VI の文字列インスタンスはデフォルトでエンコードされた
マルチバイト文字を読み取ります。

スケール VI
LabVIEW 7.1 以前では、「スケール 1D（Scale 1D）」VI または「スケール 2D
（Scale 2D）」VI の X 入力がゼロの配列の場合、この VI はスケールを 0、オフセットを 0、

Y=(X- オフセット )/ スケールを NaNの配列として返します。 LabVIEW 8.x では、スケール

VI の X 入力がゼロの配列の場合、この VI はスケールを 1、オフセットを 0、Y=(X- オフ
セット )/ スケールとして 0 の配列を返します。

セマフォ VI
LabVIEW 7.x では、「セマフォ解放（Release Semaphore）」VI および「セマフォ取得
（Acquire Semaphore）」VI はエラー入力の入力がエラーを受信すると実行を試みません。 
LabVIEW 8.x では、これらの VI はエラー入力の入力でエラーを受信した場合でも実行を試
みます。 ただし、LabVIEW 7.x の VI を LabVIEW 8.x で開くと、LabVIEW は LabVIEW 7.x
の機能性を維持するために VI をアップデートします。

SMTP E メール VI
LabVIEW 7.x 以前では、SMTP E メール VI の文字セット入力に値を書き込むことで、文字
セットを指定できます。LabVIEW 8.x では、STMP E メール VI はメッセージがシステムの
文字セットで書かれていることを想定します。 これらの VI は、E メールを送信する前にメッ
セージを UTF-8 形式に変換します。 SMTP E メール VI には、現在文字セットまたは字訳パラ
メータは含まれていません。

「複素数をソート」VI
LabVIEW 7.x 以前では、「複素数をソート（Sort Complex Numbers）」VI のメソッド入力
を振幅に設定すると、LabVIEW は同じ振幅の要素のシーケンスを変更しません。 
LabVIEW 8.x では、メソッドを振幅に設定すると、LabVIEW は最初に同じ振幅の要素を実
部に対してソートして、次に虚部に対してソートします。

「単位ベクトル」VI
LabVIEW 7.x 以前では、「単位ベクトル（Unit Vector）」VI は、以下の公式を使用して入力
ベクトルのノルムを計算します。 

LabVIEW 8.x では、「単位ベクトル」VI は、以下の公式を使用して入力ベクトルのノルムを
計算します。

ここで、X は入力ベクトル、||X|| はノルム、y はノルムタイプです。

X x0
2 x1

2 … xn 1–
2+ + +=

X x0
y x1

y … xn 1–
y+ + +

1
y
---

=
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ユーザ VI
labview¥help、labview¥project、または labview¥wizardディレクトリに配置する

VI は、それぞれヘルプ、ツール、およびファイルメニューに表示されます。 LabVIEW 8.x
以降でこれらのディレクトリに配置する VI は、LabVIEW 8.0 以降ではこれらの VI はプラ
イベートアプリケーションインスタンスで開かれるため、LabVIEW 8.x で正常に動作しな
い場合があります。

labview¥vi.lib¥Utility¥allVIsInMemory.llbにある VIMemory Get VIs in 
Memory VI を使用して、すべてのアプリケーションインスタンスでメモリ内のすべての
ユーザ VI のリストを生成します。 labview¥vi.lib¥ Utility¥allVIsInMemory.llbに
ある Get User Application Reference VI を使用して、現在のアプリケーションインスタ
ンスへのリファレンスを作成します。 アプリケーションインスタンスの詳細は、『LabVIEW
ヘルプ』を参照してください。

廃止された VI および関数

LabVIEW 8.x では、以下の VI と関数はサポートされていません。

• LabVIEW 7. 以降では、「多項式実ゼロカウンタ（Polynomial Real Zero Counter）」
VI はインストールされません。 「多項式実ゼロ（複数）カウンタ（Polynomial Real 
Zeros Counter）」VI を代用してください。

• (Mac OS) LabVIEW 7.1 以降では、PPC VI はインストールされません。TCP VI を代用
してください。

• LabVIEW 8.x は「QR 因子分解（QR Factorization）」VI をサポートしていません。 
「QR 分解（QR Decomposition）」VI を代用してください。

• LabVIEW 8.x は、「レーベンバーグ・マルカート（Levenberg Marquardt）」VI また
は「非線形レーベンバーグ • マルカートフィット（Nonlinear Lev-Mar Fit）」VI をサ
ポートしていません。「非線形カーブフィット（Nonlinear Curve Fit）」VI を代用して
ください。

• LabVIEW 8.x では、「VISA ステータス記述（VISA Status Description）」関数は関数パ
レットにありません。 「シンプルエラー処理 (Simple Error Handler)」VI または
「一般エラー処理 (General Error Handler)」VI を代用してください。

• LabVIEW 8.x は、「カイ 2 乗分布（Chi Square Distribution）」、「F 分布
（F Distribution）」、「正規分布（Normal Distribution）」、「T 分布（T Distribution）」
VI をサポートしていません。各 VI に対して、「連続 CDF（Continuous CDF）」
VI のカイ 2 乗、F、正規、ステューデント t インスタンスを代用してください。

• LabVIEW 8.x は、「逆カイ 2 乗分布（Inv Chi Square Distribution）」、「逆 F 分布
（Inv F Distribution）」、「逆正規分布（Inv Normal Distribution）」、「逆 T 分布
（Inv T Distribution）」VI をサポートしていません。各 VI に対して、「連続 CDF」
VI のカイ 2 乗、F、正規、ステューデント t インスタンスを代用してください。

• LabVIEW 8.x では、「1D 線形評価（1D Linear Evaluation）」VI と「2D 線形評価
（2D Linear Evaluation）」VI は関数パレットにありません。 「線形評価（Linear 
Evaluation）」VI を代用してください。

• LabVIEW 8.x では、「1D 多項式評価（1D Polynomial Evaluation）」VI と「2D 多項
式評価（2D Polynomial Evaluation）」VI は、関数パレットにありません。 「多項式評
価（Polynomial Evaluation）」VI を代用してください。

• LabVIEW 8.x では、「1D 直交座標から極座標へ変換（1D Rectangular to Polar）」
VI と「1D 極座標から直交座標へ変換（1D Polar to Rectangular）」VI は関数パレッ
トにありません。 「直交座標を極座標に変換（Re/Im To Polar）」関数と「極座標を直
交座標に変換（Polar To Re/Im）」関数を代用してください。
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• LabVIEW 8.x では、「高調波アナライザ（Harmonic Analyzer）」VI は関数パレットに
ありません。 「高調波ひずみ解析（Harmonic Distortion Analyzer）」VI を使用する
か、SINAD または THD+ ノイズ出力を測定するには「SINAD アナライザ（SINAD 
Analyzer）」VI を使用して、THD またはコンポーネントレベル出力を測定します。

• LabVIEW 8.x では、「ネットワーク関数 ( 平均 )（Network Functions (avg)」VI は
関数パレットにありません。 「周波数応答関数 ( 振幅 - 位相 )（Frequency Response 
Function (Mag-Phase)」、「周波数応答関数 ( 実 - 虚 )（Frequency Response 
Function (Real-Im)」、「クロススペクトル ( 振幅 - 位相 )（Cross Spectrum 
(Mag-Phase)」、または「クロススペクトル ( 実 - 虚 )（Cross Spectrum (Real-Im)」
VI を使用してください。

• LabVIEW 8.x では、「パルスパラメータ（Pulse Parameters）」VI は関数パレットにあ
りません。 「遷移計測（Transition Measurements）」VI を代用してスルーレート、
持続時間、オーバーシュート（「遷移計測」VI の遷移後出力に相当）、または
プレシュート（「遷移計測」VI の遷移前出力に相当する）出力、「パルス計測（Pulse 
Measurements）」VI を使用して周期、パルス持続時間、またはデューティサイクル
出力、あるいは「振幅とレベル（Amplitude and Levels）」VI を使用して振幅、
高状態レベル、または低状態レベル出力を測定します。

• LabVIEW 8.x では、「伝達関数（Transfer Function））」関数は関数パレットにありませ
ん。 「周波数応答関数 ( 振幅 - 位相 )」または「周波数応答関数 ( 実 - 虚 )」VI を代用し
てください。

• LabVIEW 8.x では、「NI DIAdem レポートウィザード（NI DIAdem Report Wizard）」

Express VI は関数パレットにありません。 「DIAdem レポート（NI DIAdem Report）」
Express VI を代用してください。

• LabVIEW 8.x では、VISA リソース名定数と IVI 論理名定数は関数パレットにありませ
ん。 VISA リソース名を指定するには、VISAVI の VISA リソース名入力を使用してくだ
さい。IVI 論理名を指定するには、計測器を初期化する適切なドライバ VI の適切な入力
を使用してください。

• LabVIEW 8.x では、エラーリング定数は関数パレットにありません。 32 ビット符号付
き整数定数を代用して、希望するエラーコードを入力します。

• (Windows および Linux) LabVIEW 8.x では、LabVIEW 7.x のサウンドパレットから利
用可能なサウンド VI は、関数パレットにありません。 LabVIEW 8.x では、サウンド VI
を代用してください。 LabVIEW 7.x で出荷されるサンプルは、LabVIEW 8.x と出荷さ
れません。

ファイル I/O VI および関数

LabVIEW 8.x では、「ファイルから文字を読み取り（Read Characters From File）」VI は
関数パレットありません。 「テキストファイルから読み取る（Read from Text File）」関数
を代用してください。

LabVIEW 8.x では、「ファイルを開く / 作成 / 置換（Open/Create/Replace File）」VI は
関数パレットにありません。 「ファイルを開く / 作成 / 置換（Open/Create/Replace 
File）」関数を代用してください。 以下の関数には、LabVIEW 7.x 以前の「ファイルを開く /
作成 / 置換（Open/Create/Replace File）」VI の一部の機能が含まれています。

• 「ファイルサイズを取得（Get File Size）」関数を使用して、ファイルのサイズを決定し
ます。

• 「ファイルダイアログ（File Dialog）」Express VI を使用して、ファイルダイアログ
ボックスの開始パス、ファイルパターン、ファイルまたはディレクトのデフォルト名を
指定します。
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• 「Refnum をパスに変換（Refnum to Path）」関数を使用して、リファレンスをパスに
変換します。

• 「バイナリファイルに書き込む（Write to Binary File）」関数を使用して、プラット
フォームに依存しないテキストファイルまたは他のタイプのバイナリファイルを作成
し、「バイナリファイルから読み取る（Read from Binary File）」関数を使用して、
結果のバイナリファイルを読み取ります。 

LabVIEW 8.x では、「ファイルから読み取り（Read File）」および「ファイルに書き込み
（Write File）」関数は関数パレットにありません。 「バイナリファイルから読み取る（Read 
from Binary File）」および「バイナリファイルに書き込む（Write to Binary File）」関数を
代用してください。

LabVIEW 8.x では、「文字をファイルに書き込み（Write Characters To File）」VI は関数パ
レットにありません。 「テキストファイルに書き込む（Write to Text File）」関数を代用して
ください。

LabVIEW 8.x では、「アクセス権（Access Right）」関数が関数パレットにありません。 
「許可を取得（Get Permissions）」および「許可を選択（Set Permissions）」関数を代用し
てください。

LabVIEW 8.x では、「EOF」関数が関数パレットにありません。 「ファイルサイズを取得
（Get File Size）」および「ファイルサイズを設定（Set File Size）」関数を代用してくださ
い。

LabVIEW 8.x では、「ディレクトリのリスト（Directory List）」関数が関数パレットにあり
ません。 「リストフォルダ（List Folder）」関数を代用してください。

LabVIEW 8.x では、「範囲をロック（Lock Range）」関数が関数パレットにありません。 
「アクセスを拒否（Deny Access）」関数を代用してください。

ブロックダイアグラムに「新規ディレクトリ（New Directory）」関数を含む LabVIEW 7.x
で作成した VI を開くと、LabVIEW 8.x はその関数を「フォルダを作成（Create Folder）」
関数に置換します。 パス入力で指定したフォルダが存在しない場合は、「フォルダを作成」
関数は「新規ディレクトリ」関数の場合と同様に、エラーを返す代わりにフォルダを作成し
ます。

LabVIEW 8.x では、「シーク（Seek）」関数は関数パレットにありません。 「ファイル位置
を取得（Get File Position）」と「ファイル位置を設定（Set File Position）」関数を代用して
ください。

LabVIEW 8.x では、「タイプと作成者（Type and Creator）」関数は関数パレットにありま
せん。 「タイプと作成者を取得（Get Type and Creator）」と「タイプと作成者を設定
（Set Type and Creator）」関数を代用してください。

LabVIEW 8.x では、「ディレクトリのリスト（Directory List）」関数は関数パレットにあり
ません。 「ボリューム情報を取得（Get Volume Info）」関数を代用してください。

LabVIEW 8.x では、「ファイルを開く（Open File）」および「新規ファイル（Write File）」
関数は関数パレットにありません。 「ファイルから一行読み取り（Read Lines From File）」
VI は関数パレットにありませんが、互換性の理由により LabVIEW と出荷されます。
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LabVIEW 8.x では、「I16 ファイルから読み取り（Read From I16 File）」、「SGL ファイルか
ら読み取り（Read From SGL File）」、「I16 ファイルに書き込み（Write To I16 File）」、およ
び「SGL ファイルに書き込み（Write To SGL File）」VI は関数パレットにありません。 「バ
イナリファイルから読み取る（Read from Binary File）」と「バイナリファイルに書き込む
（Write to Binary File）」VI を代用してください。

プロパティ、メソッド、イベントの動作変更

LabVIEW 7.1 および 8.0 では以下のプロパティ、メソッド、イベントの動作が変更されま
した。

アプリケーションプロパティとメソッド

LabVIEW 8.x では、一部のアプリケーションプロパティとメソッドの動作は、それらのプ
ロパティとメソッドが属するアプリケーションインスタンスによって異なります。 たとえ
ば、アプリケーション : メモリ内のすべての VI プロパティの動作は、使用するアプリケー
ションインスタンスによって異なります。 このプロパティは、プロパティと同じアプリケー
ションインスタンスでメモリ内のすべての VI のリストを返します。 ただし、アプリケー
ション : ディレクトリパスプロパティの動作は、使用するアプリケーションインスタンスに
依存しません。 このプロパティは、アプリケーションがあるディレクトリへの絶対パスを返
します。 この情報は、各インスタンスによって変更しません。

アプリケーションインスタンスの詳細は、『LabVIEW ヘルプ』を参照してください。

フロントパネル : 開く メソッド

「LabVIEW 7.0 の FP を開く」メソッドは、「LabVIEW 7.1 で旧フロントパネルを開く」の名
前に変更されました。 LabVIEW7.1 には、フロントパネルが既に開いている場合、エラーを
返さない異なる「FP を開く」メソッドが含まれています。 LabVIEW 7.1 の「FP を開く」メ
ソッドは、LabVIEW 8.x で「フロントパネル : 開く」の名前に変更されました。 LabVIEW 
7.0 の「FP を開く」メソッドを使用する VI がある場合、そのメソッドを「フロントパネル : 
開く」メソッドに置換する必要があります。

VI を実行メソッド

LabVIEW 7.1 では、VI を実行メソッドのリファレンスを自動破棄入力を TRUE に設定する
場合、LabVIEW は VI の実行が停止された後リファレンスを自動的に破棄します。 VI を実
行メソッドがエラーを生成すると、リファレンスは自動的に閉じられません。 LabVIEW 8.0
では、メソッドがエラーを返すと、LabVIEW はリファレンスを自動的に破棄します。 この
動作は、ブロックダイアグラムの一部がそのリファレンスに依存している場合、VI が壊れ
る原因となる場合があります。 LabVIEW 8.2 以降では、この動作は LabVIEW7.1 での動作
に戻りました。

キーダウンイベントとキー繰り返しイベント

現在、VI のキーダウン、キーダウン？、キー繰り返し、キー繰り返し？の各イベントおよ
び制御器の VKey データフィールドは、英数字セクションの <Return> キーと数値キーパッ
ドの <Enter> キーに対して異なる値が含まれます。 LabVIEW 7.x 以前では、<Enter> キーま
たは <Return> キーがこれらのベントの 1 つを生成すると、LabVIEW は VKey データ
フィールドに <Enter>を返します。 LabVIEW 8.x では、<Enter> キーまたは <Return>
キーがイベントの 1 つを生成すると、VKey データフィールドにそれぞれ <Enter>または
<Return>を返します。

(Mac OS) LabVIEW 8.x は、ショートカットメニューに対して <Control>- クリックのみを
受け入れ、<Command>- クリックのキーの組み合わせは受け入れません。 イベントストラ
クチャで動作をエミュレートする場合、VI を変更して新規の動作をエミュレートします。
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リストボックスプロパティ

LabVIEW 7.x 以前では、リストボックスプロパティの最上行プロパティをリストボックス
の下の項目より下の行に設定する場合、LabVIEW はその行を最後に表示されている項目に
固定します。 LabVIEW 8.x では、リストボックスの表示されている項目数によって、このプ
ロパティに配線できる行数は制限されません。

LabVIEW 8.x は、単数列リストボックスのダブルクリックプロパティをサポートしていま
せん。 ダブルクリックされた行を取得メソッドを代用してください。

所有 VI プロパティ

LabVIEW 7.x 以前では、所有 VI プロパティはオブジェクトが属する VI へのリファレンスを
返します。 このリファレンスによって、VI はメモリ内に維持されます。 LabVIEW 8.x では、
所有 VI プロパティが返すリファレンスによって、VI はメモリ内に維持されません。 所有 VI
がメモリから削除されると、このリファレンスは無効になります。 「VI リファレンスを開く

（Open VI Reference）」関数を使用して、リファレンスを明示的に閉じるまでメモリに残
る VI へのリファレンスを取得します。

テキストプロパティ

LabVIEW 7.x 以前では、テキストプロパティは標準表示で文字列を返します。 LabVIEW 8.x
では、テキストプロパティはフロントパネルオブジェクトと同じテキスト表示で文字列を返
します。 たとえば、パスワード表示に文字列制御器を表示すると、テキストプロパティはパ
スワード表示で文字列を返します。

ツリー制御器プロパティ

LabVIEW 7.x 以前では、アクティブセルプロパティ : セルサイズ : 高さプロパティとアク
ティブセルプロパティ : セルサイズ : 幅プロパティは、ツリー制御器内の各行に

LabVIEW 8.x よりも 1 ピクセル少ない値を返します。 たとえば、それぞれ 70 ピクセルと

16 ピクセルとしてツリー制御器の高さと幅を返すプロパティノードを含む LabVIEW 7.x の

VI を LabVIEW 8.x でロードする場合、高さと幅を決定するのに配置する新規プロパティ
ノードのすべては 69 ピクセルと 15 ピクセルを返します。

VI 文字列メソッド

VI 文字列 : インポートメソッドを使用する場合、エクスポート VI 文字列メソッドを使用し
て前回のバージョンの LabVIEW からエクスポートする文字列は、LabVIEW 8.x でプロパ
ティをインポートしない場合があります。

廃止されたプロパティ、メソッド、イベント

LabVIEW 8.x は、以下のプロパティ、メソッド、イベントをサポートしていません。

カーソルプロパティ

LabVIEW 8.x は、カーソルロックスタイルプロパティをサポートしていません。 カーソル
モードプロパティを代用してください。 

リストボックス、複数列リストボックス、表、デジタル表、ツリー制御器プロパティ、
およびイベント

LabVIEW 8.x は、複数列リストボックスのセルの前景色プロパティをサポートしていませ
ん。 アクティブ セル プロパティ : セルフォント : カラープロパティを代用してください。

LabVIEW 8.x は、表またはデジタル表のセルの前景色プロパティをサポートしていません。 
表およびデジタル表に対して、アクティブセル : セルフォント : カラープロパティを代用し
てください。
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LabVIEW 8.x は、ツリー制御器のアクティブ セル プロパティ : 前景カラープロパティをサ
ポートしていません。 アクティブ セル プロパティ : セルフォント : カラープロパティを代用
してください。

LabVIEW 8.x は、ドラッグ、ドラッグ ?、ドロップ、ドロップ ? イベントをツリー制御器
クラスでサポートしていません。 ドラッグ終了、ドラッグ入る、ドラッグ出る、ドラッグ
オーバー、ドラッグソースアップデート、ドラッグ開始、ドラッグ開始 ?、ドロップイベン
トを制御器クラスを代用してください。

名前付き数値プロパティ

LabVIEW 8.x は、名前付き数値オブジェクトに対して、名前付き数値カラー、名前付き数
値カラー : 背景色、名前付き数値カラー : テキストカラーの各プロパティをサポートしてい
ません。 それぞれテキストカラー、テキストカラー : 背景色、テキストカラー : テキストカ
ラーの各プロパティを代用してください。

パネルプロパティ

LabVIEW 8.x は、パネルクラスのカラープロパティをサポートしていません。 LabVIEW 8.x
でこのプロパティを使用する場合、プロパティは左上隅のぺーンのみに適用されます。 ぺー
ンカラープロパティをぺーンクラスを代用してください。

サブパネルプロパティ

LabVIEW 8.x では、サブパネルのサブ VI のペーンを使用して、サブパネル制御器に対してス
クロールバーの可視性の構成とサブパネル制御器のフロントパネルのスケールを行います。

LabVIEW 8.x は、サブパネル制御器の X スクロールバー表示プロパティをサポートしてい
ません。 ペーンの水平スクロールバー表示プロパティを代用してください。

LabVIEW 8.x は、サブパネル制御器の Y スクロールバー表示プロパティをサポートしてい
ません。 ペーンの垂直スクロールバー表示プロパティを代用してください。

LabVIEW 8.x は、サブパネル制御器のパネルをスケールプロパティをサポートしていませ
ん。 ペーンのスケールモードを設定メソッドを代用してください。

VI プロパティ、メソッド、イベント

LabVIEW 8.x はフロントパネルウィンドウ : 自動中央揃えプロパティをサポートしていませ
ん。 フロントパネル : 中心メソッドを代用してください。

LabVIEW 8.x はフロントパネルウィンドウ : 画面サイズに合わせるプロパティをサポートし
ていません。 フロントパネルウィンドウ : 状態プロパティを代用してください。

LabVIEW 8.x は、VI クラスのフロントパネルウィンドウ : 基点プロパティをサポートして
いません。 LabVIEW 8.x でこのプロパティを使用する場合、プロパティは左上隅のぺーンの
みに適用されます。 ぺーンクラスの基点プロパティを代用してください。

LabVIEW 8.x は、VI クラスのフロントパネルウィンドウ : スクロールバーを表示プロパ
ティをサポートしていません。 LabVIEW 8.x でこのプロパティを使用する場合、プロパティ
は左上隅のぺーンのみに適用されます。 ぺーンクラスの水平スクロールバー表示および垂直
スクロールバー表示プロパティを代用してください。

LabVIEW 8.x は、VI クラスのフロントパネルスケールモードを取得またはフロントパネル
スケールモードを設定メソッドをサポートしていません。 これらのメソッドを LabVIEW 8.x
で使用すると、メソッドは左上隅のぺーンのみに適用されます。 ぺーンクラスのスケール
モードを取得およびスケールモードを設定メソッドを代用してください。
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LabVIEW 8.x では、イベントを編集ダイアログボックスの VI クラスのマウスダウン、マウ
スダウン ?、マウス移動、またはマウスアップイベントは選択できません。 ぺーンクラスの
マウスダウン、マウスダウン ?、マウス移動、マウスアップイベントを代用してください。

旧バージョンのアプリケーションビルダからの変更点
アプリケーションビルダはプロジェクトエクスプローラウィンドウに統合されます。 
LabVIEW ベースパッケージまたは開発システムをご使用の場合は、ナショナルインスツル
メンツのウェブサイト ni.com/jp/infoで Info Code に rdlv21と入力する方法で、アプ
リケーションビルダを別途購入していただけます。

プロジェクトエクスプローラウィンドウでビルド仕様を使用して、ビルド仕様を作成した
り、スタンドアロンアプリケーション (EXE)、共有ライブラリ (DLL)、ZIP ファイルを作成
します。 (Windows) ビルド仕様でビルド仕様を作成してインストーラを作成することもでき
ます。 ビルド仕様は旧バージョンのアプリケーションビルダの .bldファイルと同等ですが、
このファイルは現在別のファイルではなく LabVIEW プロジェクトの一部です。

メモ アプリケーションビルダはプロジェクト内で使用する必要があります。

.bldファイルは、新規プロジェクト内でビルド仕様に変換できます。 ツール→ビルドスク
リプトを変換を選択して、変換する .bldファイルを参照して選択します。 LabVIEW はこ
のファイルを使用して、ソースファイルとビルド仕様を含むプロジェクトを作成します。

アプリケーション項目のタグ
以下のリストは、該当する機能が廃止されたか、別の機能と統合されたために LabVIEW か
ら削除されたアプリケーション項目タグを示します。

• APP_SAVE_WITH_OPTIONS

• APP_UPDATE_VXI

• APP_DSC_TOOLBAR

• APP_DSC_TAGEDITOR

• APP_DSC_TAGMONITOR

• APP_DSC_HTV

• APP_DSC_ENGINE

• APP_DSC_SECURITY

• APP_DSC_LOGOUT

• APP_DSC_CPWD

• APP_DSC_USERINFO

• APP_DSC_USEREDITOR

• APP_DSC_ADVANCED

• APP_DSC_STARTUP

• APP_DSC_SRVBRW

• APP_DSC_IST

• APP_DSC_IMAGENAV

• APP_DSC_OPTIONS

• APP_SRC_CODE_CTRL

• APP_BUILD_STANDALONE_APP

• APP_EDIT_VI_LIBRARY

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=rdlv21


LabVIEW アップグレードノート 34 ni.com/jp

• APP_DN_ASSEMBLY_REFS

• APP_SHOW_CLIPBOARD

• APP_VIEW_PRINTED_MANUALS

• APP_RT_ENGINE_INFO

• APP_SWITCH_EXEC_TARGET

• APP_REALTIME

旧バージョンの LabVIEW で保存されたランタイムメニュー（.rtm）ファイルを使用し、
ファイルに削除されたタグが含まれている場合、LabVIEW 8.x はメニューエディタダイア
ログボックスでファイルを保存する際、自動的に .rtmファイルからタグを削除します。 削
除されたアプリケーション項目タグは LabVIEW によって予約され、ユーザタグとして使用
できません。

HiQ のサポート
ナショナルインスツルメンツは、LabVIEW 8.x で HiQ 機能を提供していません。 アプリ
ケーションで HiQ VI が使用される場合、それらを信号処理および数学 VI で置換することを
検討してください。

エラーリストウィンドウ

LabVIEW 7.x 以前では、エラーリストウィンドウの VI リストにメモリ内にあるすべての VI
に対してエラーが表示されます。 LabVIEW 8.x では、エラーリストウィンドウのエラーがあ
る項目セクションに、VI およびライブラリなどのメモリ内にあるすべての項目に対するエ
ラーが表示されます。 2 つ以上の項目が同じ名前の場合、このセクションは明白でない項目
のそれぞれに対して特定のアプリケーションインスタンスを表示します。 アプリケーション
インスタンスの詳細は、『LabVIEW ヘルプ』を参照してください。

VI 文字列ファイルの構文
ツール→上級→文字列をインポートを選択するか、または VI 文字列 : インポートメソッド
を使用して、VI 文字列ファイルをインポートする際、LabVIEW 8.x は
<GROUPER></GROUPER>の新規のタグのセットを検索します。 このタグセットは、グループ
化されたフロントパネルオブジェクトを示します。 したがって、LabVIEW 8.x では、従来の

LabVIEW のバージョンで保存された VI 文字列ファイルはインポートできません。

LabVIEW 7.1 以前では、プライベートデータの <ITEMS>セクションにリストボックスの文
字列がリストされます。 LabVIEW 8.x では、プライベートデータの <STRINGS>セクション
にリストボックスの文字列がリストされます。 また、LabVIEW 7.1 以前では、LabVIEW が
そのプライベートデータの <LBLABEL>セクションにリストする 1 つのフォントのみリスト
ボックスに含むことができます。 LabVIEW 8.x では、LabVIEW がそのプライベートデータ
の <CELL_FONTS>セクションにリストする複数のフォントをリストボックスに含むことが
できます。

LabVIEW 7.1 以前では、複数列リストボックスの文字列はそのデフォルトデータ内にリス
トされます。 ただし、複数列リストボックスのデフォルトデータは整数または整数の配列で
す。 LabVIEW 8.x では、複数列リストボックスの文字列はプライベートデータ内にリストさ
れます。

LabVIEW 7.1 以前では、ツリー制御器の文字列とフォントのいずれもエクスポートできま
せん。 LabVIEW 8.x では、ツリー制御器とフォントの両方をエクスポートできる他、リスト
ボックスと複数列リストボックスと同じ形式でエクスポートできます。
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LabVIEW 8.x では、エクスポートファイルの各行にプライベートデータまたはデフォルト
データに対して 2 つ以上のタグを含むことはできません。 また、LabVIEW 8.x では、ネスト
されたレベルごとに項目がインデントされます。

以下の手順に従って、VI 文字列ファイルを LabVIEW 8.x 形式に変換します。

1. 旧バージョンの LabVIEW にある VI 文字列ファイルをインポートします。

2. VI を保存します。

3. LabVIEW 8.x で VI をロードします。

4. ツール→上級→文字列をエクスポートを選択して、LabVIEW 8.x 形式で VI 文字列ファ
イルを保存します。

LabVIEW 7.x からタイプデスクリプタデータを双方向に変換する
タイプデスクリプタを保存する形式は、LabVIEW 8.x で変更されました。 LabVIEW 7.x は、

16 ビットの平坦化表記でタイプデスクリプタを保存します。 LabVIEW 8.x は、32 ビットの
平坦化表記でタイプデスクリプタを保存します。 この変更によって、タイプデスクリプタの

64KB サイズの制限がなくなりました。

LabVIEW 8.x は、LabVIEW 7.x で書き込まれたタイプデスクリプタの読み取りと

LabVIEW 7.x で読み取ることが可能なタイプデスクリプタを書き込む機能を提供します。 
「文字列に平坦化（Flatten To String）」関数には 7.x データの変換ショートカットメニュー
項目があります。 関数を右クリックして、このメニュー項目を選択すると、この関数は入力
データが LabVIEW 7.x で書き込まれたかのように入力データを処理します。 7.x データの変
換ショートカットメニュー項目を選択して、データ文字列出力が配線されている場合、

LabVIEW 8.x は関数上に赤い 7.xグリフを表示して、データを LabVIEW 7.x 形式に変換中
か LabVIEW 7.x 形式から変換中であることを示します。 データが変換されることを回避す
るには、再度 7.x データの変換ショートカットメニュー項目を選択して、チェックマークを
オフにします。

LabVIEW 8.x では、LabVIEW 7.x 以前のバージョンで保存した VI をロードすると、

LabVIEW 8.x は「文字列に平坦化（Flatten To String）」関数の 7.x データの変換属性を自
動的に設定します。 関数は、LabVIEW 7.x 以前の場合と同様に動作し続けます。 VI で
LabVIEW 8.x のタイプデスクリプタ形式を使用する場合、「文字列に平坦化」関数を右ク
リックし、ショートカットメニューから 7.x データの変換を選択して、チェックボックスを
オフにします。 LabVIEW 7.x 以前のバージョンで書き込まれたデータを含むファイルを VI
で操作する必要がなく、LabVIEW 7.x 以前のバージョンで実行中の VI でデータを送受信し
ない場合は、LabVIEW 8.x のタイプデスクリプタ形式を使用します。 LabVIEW の将来の
バージョンでは、以前のタイプデスクリプタ形式のサポートは中止される可能性がありま
す。

LabVIEW ビルトインソース管理プロバイダから移行する

LabVIEW 7.x 以前のビルトインソース管理プロバイダは、LabVIEW 8.x で使用できません。 
LabVIEW でソース管理を使用する場合は、他社のソース管理プロバイダを選択する必要が
あります。 従来のバージョンでビルトインのプロバイダを使用していた場合、ファイルを他
のプロバイダに移行して、LabVIEW でソース管理を使用する必要があります。 LabVIEW
でサポートしている他社のソース管理プロバイダの最新リストの詳細は、ナショナルインス
ツルメンツのウェブサイト ni.com/jp/infoにアクセスして、info code として exgucn
と入力してください。

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=exgucn
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ファイルを新規ソース管理プロバイダに移行すると、ビルトインプロバイダに保存されたリ
ビジョン履歴が失われます。 従来のバージョンのファイルは、新規プロバイダに転送できま
せん。

以下の手順に従って、ビルトインソース管理プロバイダから他社のソース管理プロバイダに
ファイルを移行します。

1. 従来のバージョンの LabVIEW では、LabVIEW のビルトインソース管理プロバイダに
含まれているファイルはすべてのユーザによってチェックインされていることを確認し
ます。

2. 新規ソース管理プロバイダにファイルを追加するコンピュータでは、ビルトインプロバ
イダを使用して、すべてのファイルの最新バージョンを取得します。

3. ビルトインプロバイダを使用して、ソース管理からファイルをチェックアウトします。

4. 他社のソース管理プロバイダでは、新規ソース管理プロジェクトで使用する設定を構成
します。

5. 他社のソース管理プロバイダが使用できるように LabVIEW を構成します。 
他社のソース管理プロバイダと動作するように LabVIEW を構成する詳細は、
『LabVIEW ヘルプ』の目次タブで基本機能→プロジェクトを構成および管理する→
操作手順→ LabVIEW でソース管理を使用するブックを参照してください。

6. LabVIEW プロジェクトを作成します。 ビルトインプロバイダに含まれるファイルをプ
ロジェクトに追加します。 LabVIEW がプロンプトを表示したら、ソース管理にファイ
ルを追加します。 また、他社のプロバイダで直接ファイルを追加することもできます。 
LabVIEW プロジェクトを作成する詳細については、『LabVIEW ヘルプ』の目次タブで
基本機能→プロジェクトを構成および管理する→操作方法→ LabVIEW プロジェクトを
作成するブックを参照してください。

NaN 文字列を整数タイプへ変換する（Windows）
LabVIEW 7.x では、NaNを明示的または暗示的に整数に変換すると、その値はその整数の
データタイプの最小値となります。 たとえば、NaNを符号付き 16 ビット整数に変換すると、

16 ビット符号付き整数の最小値の –32,768 となります。

LabVIEW 8.x では、NaNを明示的または暗示的に整数に変換すると、その値はその整数の
データタイプの最大値となります。 たとえば、NaNを符号付き 16 ビット整数に変換すると、

16 ビット符号付き整数の最大値の 32,767 となります。

ケースストラクチャに配線されている定数

LabVIEW 7.x 以前では、定数をケースストラクチャに配線して、実行されないケースにそ
のサブ VI を配置することで、メモリにサブ VI を維持することができます。 たとえば、ケー
スストラクチャに TRUE 定数を配線して、サブ VI をケースストラクチャの FALSE ケースに
配置すると、LabVIEW は呼び出し VI とともにサブ VI をロードします。 LabVIEW 8.x は、
実行されないコードをすべて削除します。 したがって、ケースストラクチャに定数が配線さ
れている従来のバージョンの LabVIEW で保存された VI を LabVIEW 8.x でロードする場
合、LabVIEW は定数を非表示の制御器に変更して、従来のバージョンの LabVIEW の動作
を維持します。

オペレーティングシステムのメッセージを遅延する

LabVIEW 7.x では、.LabVIEW は NET および ActiveX イベントを処理するためのコール
バック VI を実行中、オペレーティングシステムのメッセージを処理します。 LabVIEW 8.x
では、LabVIEW はコールバック VI の実行が停止するか、ユーザがモーダルダイアログ
ボックスをロードするまで、オペレーティングシステムのメッセージの処理を延期します。 
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この遅延によってコールバック VI が割り込みなしで実行されることが可能になり、デッド
ロック状態の原因となり得る、LabVIEW が別のイベント内でイベントを生成することが防
止されます。

コールバック VI から非モーダルダイアログボックスに同期的呼び出しは行えません。 
非モーダルダイアログボックスで VI を実行メソッドを呼び出して、メソッドの終了まで待
機入力に FALSE のブール定数を書き込むことで、コールバック VI から非モーダルダイアロ
グボックスを非同期に呼び出す必要があります。

LabVIEW 7.x では、LabVIEW は DLL または共有ライブラリ関数を実行中オペレーティン
グシステムのメッセージを処理します。 LabVIEW 8.x では、DLL 関数への呼び出しが終わる
か、モーダルダイアログボックスを DLL からロードするまで、LabVIEW はオペレーティン
グシステムのメッセージの処理を遅延します。 この遅延によって DLL 関数が割り込みなしで
実行されることが可能になり、デッドロック状態の原因となり得る、LabVIEW が DLL 関数
の実行中に同じ DLL の呼び出しを回避します。 ユーザからのキーボードメッセージなどのオ
ペレーティングシステムのメッセージの遅延は、共有ライブラリ関数の実行中に同じ共有ラ
イブラリファイルの呼び出しを回避するために役立ちます。 たとえば、ユーザがボタンを押
したために共有ライブラリ関数が呼び出された場合、この関数が完了するまではユーザが再
度同じボタンを押すことを禁止する必要があります。 

このデフォルトの動作を使用する場合、DLL が実行中、非モーダルダイアログボックスに
同期的呼び出しは行えません。 非モーダルダイアログボックスで VI を実行メソッドを呼び
出して、メソッドの終了まで待機入力に FALSE のブール定数を書き込むことで、DLL から
非モーダルダイアログボックスを非同期に呼び出す必要があります。

作成する DLL でオペレーティングシステムのメッセージを遅延するかどうかを選択できま
す。 プロジェクトエクスプローラウィンドウで DLL を右クリックして、ショートカットメ
ニューからプロパティを選択して、カテゴリリストから上級を選択して、共有ライブラリで
オペレーティングシステムメッセージを遅延チェックボックスをオフにして、DLL 関数の
実行中にオペレーティングシステムのメッセージを処理します。

Resource Manager （Mac OS）
LabVIEW 7.x 以前では、Macintosh リソースファイルの読み取りと書き込みの機能を使用
できます（ドキュメント化されていません） LabVIEW 8.x では、これらのメソッドは存在し
ません。 ドキュメント化されていないこれらの機能を活用するユーティリティは機能しませ
ん。また、そのため VI から Macintosh リソースの読み取りまたは書き込みは行えません。

1 および 2 ボタンダイアログボックス

LabVIEW 7.x 以前では、1 ボタンダイアログまたは 2 ボタンダイアログを表示している VI
はプログラム的に中止できません。 LabVIEW 8.x では、中断メソッドを使用して、これらの
ダイアログボックスを表示している VI をプログラム的に中止できます。

プロパティおよびインボークノード

LabVIEW 7.x でカーソル凡例から暗示的にリンクされたプロパティノードまたはインボー
クノードを作成した場合、その VI を LabVIEW 8.x で VI を開く際、LabVIEW はノードを
削除します。

共有ライブラリを更新する

LabVIEW 7.x 以前でのバージョンで labview.libにリンクする共有ライブラリ（DLL）
を作成した場合、LabVIEW 8.x は共有ライブラリを labviewv.libにリンクします。 
labviewv.libに共有ライブラリをリンクする詳細は、『LabVIEW ヘルプ』を参照してく
ださい。
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印刷の余白値

LabVIEW 7.x 以前では、オプションダイアログボックスの印刷ページの余白オプションに
余白値にセンチメートルが使用されます。 LabVIEW 8.x の余白オプションには、余白値にミ
リメートルが使用されます。

LabVIEW 6.x からアップグレードする
LabVIEW 6.x から LabVIEW 8.6 にアップグレードする際、以下の互換性の問題が発生する
場合があります。 起こり得るその他のアップグレードの問題の詳細は、このドキュメントの
「LabVIEW 7.x からアップグレードする」、「LabVIEW 8.0 からアップグレードする」、
「LabVIEW 8.2 からアップグレードする」、「LabVIEW 8.5 からアップグレードする」の各
セクションを参照してください。

各バージョンの新機能および変更点の詳細は、LabVIEW のバージョン 6.x から 8.6 の各
バージョンの『LabVIEW アップグレードノート』（ni.com/jp/manuals）を参照してくだ
さい。

波形データタイプの変更点

LabVIEW 7.0 では、t0 コンポーネントに対して、波形のデータタイプは倍精度浮動小数点
数ではなく、タイムスタンプのデータタイプを使用します。 LabVIEW 6.x でデータタイプの
情報を含めずに、波形データタイプとしてデータを保存する場合、LabVIEW 7x 以降でその
データを回収しようとすると、エラーが発生する場合があります。

LabVIEW 7.x 以降では、「ファイルから波形を読み取り（Read Waveform from File）」
VI はファイルの古い波形データタイプ形式を新規の波形データ形式に変換します。 この VI
は、変換を受け入れるようにプロンプトするダイアログボックスを表示します。 LabVIEW
ランタイムエンジンでは、「ファイルから波形を読み取り」VI はこの変換処理を実行するこ
とはできず、代わりにエラーを返します。 LabVIEW 6.x から LabVIEW 7.x 以降に波形デー
タを移行する方法の詳細は、ナショナルインスツルメンツのウェブサイト
ni.com/jp/infoにアクセスして、info code として exd9zqと入力してください。

シリアル互換性 VI
LabVIEW 7.x 以降では、シリアル互換性 VI は関数パレットに表示されません。 VISA VI と関
数を使用してシリアルデバイスと通信する VI を作成します。

LabVIEW 7.x 以降では、LabVIEW はオペレーティングシステムのシリアルドライバとの通
信を行うために serpdrvドライバを使用しません。 LabVIEW には、VISA に基づいた互換
性がある VI が含まれます。 新しいアプリケーションでは、VISA とシリアル VI および関数
を使用して、シリアルデバイスを制御します。 シリアル VI を含む、従来のバージョンの

LabVIEW で作成された VI のすべては、LabVIEW 7.1 以降で動作し続けます。 

ポート番号のポートへの割り当てを構成する場合、割り当てはそれらのポートに指定する必
要があります。 labview¥vi.lib¥Instr¥_sersup.llbにある「シリアルエイリアス設定
（set serial alias ports）」VI を使用して、シリアルポートの割り当てを指定します。 VI の
VISA エイリアス入力に文字列配列を配線して、使用するポート名を入力配列に入力しま
す。 配列の各要素はポートに対応します。 たとえば、VI エイリアスの MySerialPort に割り
当てるようにポート 0 を構成する場合、VISA エイリアス入力配列の最初の要素として
MySerialPortと入力します。 「VISA シリアルポート構成（VISA Configure Serial Port）」
VI を呼び出す前に、「シリアルエイリアス設定」VI を呼び出す必要があります。

VISA VI および関数を使用してシリアル計測器を制御するサンプルについては、labview¥
examples¥instr¥smplserl.llbを参照してください。

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=help&openagent&code=rdbp02
http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=exd9zq
http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=exd9zq
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ループのデフォルトデータ

LabVIEW 6.0 以前では、ループが実行されない場合、For ループは未定義のデータを生成し
ます。 LabVIEW 6.1 以降では、For ループのカウント端子（N 端子）に 0を配線する場合、
または自動指標付けが有効の状態で For ループに空の配列を入力として配線する場合、For
ループはデフォルトデータを生成します。 ループは実行されずに、自動指標付けが無効の状
態の出力トンネルのすべてにトンネルのデータタイプに対してデフォルト値が含まれます。

リモートフロントパネルライセンス

LabVIEW 開発システムとアプリケーションビルダには、リモートでフロントパネルを表示
および制御することを 1 つのクライアントに許可するリモートフロントパネルライセンス
が含まれています。 LabVIEW プロフェッショナル開発システムには、フロントパネルを表
示および制御することを 5 つのクライアントに許可するリモートフロントパネルライセン
スが含まれています。

リモートフロントパネルライセンスをアップグレードして、より多くのクライアントをサ
ポートすることができます。

マルチスレッド割り当て

LabVIEW 7.1 以降では、LabVIEW 7.1 以前のバージョンよりも多くの VI 実行用のスレッド
を割り当てます。 この変更により、呼び出す DLL が実際は再入可能でない場合、「ライブラ
リ関数呼び出しノード（Call Library Function Node）」を誤って再入可能に設定すると、
マルチスレッドでエラーが発生する場合があります。 「ライブラリ関数呼び出しノード」お
よび再入可能の詳細は、『LabVIEW ヘルプ』を参照してください。

LabVIEW がスレッドを割り当てる方法を変更するには、labview¥vi.lib¥Utility¥
sysinfo.llbにある threadconfig VI を使用します。 また、ファイル→ VI プロパティを選
択して、カテゴリプルダウンメニューから実行を選択して、再入実行チェックボックスをオ
フにして、VI の再入可能を無効にすることができます。

スレッド割り当ての詳細は、『LabVIEW ヘルプ』を参照してください。

計測器ドライバ

LabVIEW 7.x 以降の LabVIEW パッケージには、計測器ドライバを含む LabVIEW 計測器ド
ライバライブラリ CD は含まれていません。 計測器ドライバは、ナショナルインスツルメン
ツ計測器ドライバネットワーク（ni.com/jp/idnet）からダウンロードできます。 ナショ
ナルインスツルメンツのデバイスドライバ CD には、NI-DAQ、NI-VISA、および他のナ
ショナルインスツルメンツドライバが含まれています。

単位および変換ファクタ

LabVIEW 7.x 以降では、「複合演算（Compound Arithmetic）」関数を使用した後、「単位
変換（Convert Unit）」関数を使用して余分な端子を削除する必要はありません。
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LabVIEW 7.1 以降の単位変換ファクタは、米国商務省標準技術局（NIST）発行の『Guide 
for the Use of the International System of Units（SI）』で記載されているガイドラインに
より厳密に準拠しています。 また、現在カロリーの単位はカロリー（熱）、馬力は馬力
（電気）と表記されます。 これらの単位の略語は変更されていません。 以下の表は、

LabVIEW 6.1 と 7.x 以降の単位変換ファクタの変更の詳細です。 

パネルアップデートを延期プロパティ

LabVIEW 6.1 以前では、「パネルアップデートを延期」プロパティが FALSE になるまで、

LabVIEW は保留中の変更があるフロントパネルオブジェクトを再描画することを待機しま
す。 LabVIEW 7.0 以降では、このプロパティを TRUE に設定すると、LabVIEW は保留中の
変更があるフロントパネルオブジェクトを再描画して、次にフロントパネルを更新するため
のすべての新規の要求を延期します。 場合によっては、この変更は、LabVIEW がフロント
パネルの変更された要素を描画するのに余分な時間がかかる原因となる場合があります。

数値制御器のデータ範囲

LabVIEW 6.1 以前では、一部の数値制御器には、デフォルトで最小値が 0.00、最大値が
0.00、増分値が 0.00、範囲外の動作が無視に設定されています。 LabVIEW 7.x では、これ
らの数値制御器はそのデータタイプのデフォルトのデータ範囲値を使用します。

強制ドットとタイプ定義

LabVIEW 6.1 以前では、タイプ定義の情報がワイヤに含まれていたため、ブロックダイア
グラム上に強制ドットが多くあることに気が付いたかもしれません。 タイプ定義端子でない

VI または関数の端子にタイプ定義を配線すると、強制ドットが表示されます。 また、タイプ
定義の出力端子をタイプ定義でない表示器に配線した場合も強制ドットは表示されます。
これらの強制ドットは、VI でタイプ定義を一貫してして使用していないことを示します。
この場合、強制ドットは実行時のパフォーマンスに影響しません。

「文字列に平坦化（Flatten To String）」関数を使用してタイプ定義を平坦化する方法につい
ては、『LabVIEW ヘルプ』を参照してください。

単位 6.1 の定義 7.x 以降の定義

天文単位（AU） 149,498,845,000 m 149,597,900,000 m

英温度単位 ( 平均 ) 1055.79 J 1055.87 J

電子ボルト（eV） 1.602e–19 J 1.60217642e–19 J

フィートキャンドル 10.764 lx 10.7639 lx

馬力 v.s. 馬力（電気） 745.7 W 746 W。
新しい変換は厳密です。

英ガロン 4.54596 l 4.54609 l

光年 9.4605 Pm 9.46073 Pm

重量ポンド 4.448 N 4.448222 N

ロッド 16.5 ft 5.029210 m

スラグ 32.174 lb 14.59390 kg

統一された原子質量（u） 1.66057e–27 kg 1.66053873e–27 kg
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ファイルダイアログボックスのボタンラベル

LabVIEW 6.1 以前では、ユーザが新規ファイル名を入力できる場合、「ファイルダイアログ
（File Dialog）」関数が表示するファイルダイアログボックスに保存というボタンラベルが
表示されます。 そうでない場合、ボタンラベルは開くと表示されます。 LabVIEW 8.x では、
ボタンラベルを変更しない場合を除いて、「ファイルダイアログ（File Dialog）」Express VI
が表示するファイルダイアログボックスのボタンラベルは OK と表示されます。 「ファイル
ダイアログ」Express VI のボタンラベル入力を使用して、ボタンラベルを変更します。 既存
の VI で「ファイルダイアログ」Express VI を使用する場合、VI の動作を再確認して、
デフォルトラベルの OK は VI の機能に対して適切であることを確認します。

「オンラインヘルプを制御」関数
現在、「オンラインヘルプを制御（Control Online Help）」関数のヘルプファイルへのパス
入力は必須の入力です。 その入力には、コンパイル済みのヘルプファイル名（.chmまたは
.hlp）またはコンパイル済みのヘルプファイルへの完全なパスを入力に配線できます。 コン
パイル済みのヘルプファイルのみ配線した場合、LabVIEW は labview¥helpディレクト
リ内でそのファイルを検索します。

ロード時にフロントパネルを表示する

LabVIEW 7.x では、LabVIEW が VI をロードし、VI サーバを使用して VI をロードする際、
フロントパネルを表示するように VI を構成する場合、LabVIEW はフロントパネルを表示
しません。 フロントパネル : 開くメソッドを使用して、プログラム的にフロントパネルを表
示する必要があります。

「VI リファレンスを開く」関数

LabVIEW 6.1 以前では、「VI リファレンスを開く（Open VI Reference）」関数のオプショ
ンパラメータに値を配線しないと、テンプレートがメモリにない場合、LabVIEW はテンプ
レートから VI のインスタンスを作成します。 テンプレートがメモリにある場合は、

LabVIEW はテンプレートへのリファレンスを開きます。 LabVIEW 7.0 と 7.1 以降では、
「VI リファレンスを開く」関数を使用してメモリにすでにあるテンプレートへのリファレン
スを作成する場合、オプションパラメータに 0x02を指定しない限り、関数はエラーを返し
ます。 LabVIEW 8.0 以降では、「VI リファレンスを開く」関数を使用してテンプレートへの
リファレンスを作成する場合、そのテンプレートがすでにメモリにある場合でも、

LabVIEW はテンプレートから VI のインスタンスを作成します。

指数表記

LabVIEW 6.0 以前では、^演算子はフォーミュラノードで指数を表します。 LabVIEW 6.1
以降のバージョンでは、指数を表す演算子は **（x**yなど）です。 ^演算子は、ビット単
位の排他的論理和 (XOR) 演算を表します。

IVI Configuration Store ファイル

IVI Configuration Store ファイル形式では現在すべての名前に対して大文字と小文字を区別
が必要です。 論理名、ドライバセッション名、または仮想名をアプリケーションで使用する
場合、名前の文字の大文字と小文字が異なることなく、使用する名前は IVI Configuration 
Store ファイルで定義された名前と完全に一致する必要があります。

LabVIEW 5.x 以前のバージョンからアップグレードする
LabVIEW 5.x 以前から LabVIEW 8.6 へのアップグレードに関する情報は、ナショナルイン
スツルメンツのウェブサイト ni.com/jp/infoで info code として ext8h9と入力して参
照できます。 このサイトは、旧バージョンの『LabVIEW アップグレードノート』の情報、
および LabVIEW 8.6 で動作させるために行う VI の変換情報を提供しています。

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=ext8h9
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LabVIEW 8.6 の機能および変更点

LabVIEW 8.6 の機能の詳細（プログラミングの概念、操作手順、参考情報など）の詳細は、
『LabVIEW ヘルプ』を参照してください。 『LabVIEW ヘルプ』にアクセスするには、
ヘルプ→ LabVIEW ヘルプを検索を選択します。

既知の問題、修正されたバグの部分的なリスト、その他の互換性に関する問題、

LabVIEW 8.6 における追加機能については、labviewディレクトリの readme.htmlを参
照してください。

LabVIEW をインストールする
(Windows) LabVIEW 8.6 では、LabVIEW をインストールして LabVIEW プラットフォーム

DVD からモジュールとツールキットを選択できます。 詳細については、このドキュメント
の「モジュール、ツールキット、計測器ドライバをアップグレードする」のセクション、ま
たは『LabVIEW リリースノート』の 「LabVIEW 8.6 をインストールする」セクションを
参照してください。

LabVIEW のドキュメント
『LabVIEW クイックリファレンスカード』はキーボードショートカット、オンラインリ
ソース、ドキュメントの使用に関するガイドが簡潔に記載されています。

新しいサンプル VI
NI サンプルファインダの参照タブで LabVIEW 8.x フォルダの新しいサンプルフォルダを参
照し、LabVIEW 8.x に新しく追加されたサンプルの説明を表示してサンプルを起動します。

ブロックダイアグラムの改善点
LabVIEW 8.6 には、以下のブロックダイアグラムでの改善点とブロックダイアグラムに関
連する改善点が含まれています。

Express VI を作成および編集する
ツール→上級→ Express VI を作成 / 編集を選択して、Express VI を作成 / 編集ダイアログ
ボックスを使用して Express VI を作成または編集します。 Express VI は、既存の VI から作
成するか、別の Express VI から作成するか、あるいは空の VI から作成することができま
す。 LabVIEW の以前のバージョンでは、この機能は LabVIEW Express VI 開発ツールキッ
トがインストールされている場合のみ使用できます。

LabVIEW で Express VI を作成する詳細については、『LabVIEW ヘルプ 』の目次タブにあ
る基本機能→ブロックダイアグラムを作成する→ Express VI ブックを参照してください。

ブレークポイントマネージャウィンドウを使用してブレークポイントを管理する
ブロックダイアグラムで 1 つのオブジェクトを右クリックして、ショートカットメニュー
からブレークポイント→ブレークポイント設置を選択してブレークポイントを作成します。 
ブレークポイントを無効にし、物理的にブレークポイントを削除せずにブレークポイントで

VI が一時停止することを回避するには、ブレークポイントがあるオブジェクトを右クリッ
クして、ショートカットメニューからブレークポイント→ブレークポイントを無効にするを
選択します。 無効なブレークポイントがあるオブジェクトを右クリックし、ショートカット
メニューからブレークポイント→ブレークポイントを有効にするを選択すると、無効にした
ブレークポイントを有効にできます。 ブレークポイントを削除するには、オブジェクトを右
クリックし、ショートカットメニューからブレークポイント→ブレークポイントを解除を選
択します。
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ブレークポイントマネージャウィンドウを使用して、VI でブレークポイントを管理します。 
ブレークポイントマネージャウィンドウを使用すると、VI 階層ごとまたは一度にブレーク
ポイントを無効、有効、または解除することができます。 ブレークポイントマネージャウィ
ンドウでブレークポイントをダブルクリックして、ブロックダイアグラムで特定のブレーク
ポイントの位置を検出します。

表示→ブレークポイントマネージャを選択するか、またはオブジェクトを右クリックして
ショートカットメニューからブレークポイント→ブレークポイントマネージャを選択して、
ブレークポイントマネージャウィンドウを表示します。 ブレークポイントを個々に選択する
か、または すべて選択ボタンをクリックしてすべてのブレークポイントを選択します。 有効
または無効ボタンをクリックして、すべての選択されたブレークポイントを同時に有効また
は無効にします。

タイミングストラクチャでクローンを共有する再入可能 VI の事前の割り当てを許
可する
タイミングループまたはタイミングシーケンスストラクチャの内側でクローンを共有する再
入可能 VI を事前に割り当てるか、そのクローンを共有するように LabVIEW を構成できま
す。 たとえば、タイミングループまたはタイミングストラクチャの内側にクローンを共有す
る再入可能 VI を配置する場合、ストラクチャの内側で呼び出す再入可能 VI のインスタンス
に対してクローンを事前に割り当てるようにストラクチャを設定することができます。 スト
ラクチャの外側で呼び出す再入可能 VI のインスタンスは、クローンを共有し続けます。 デ
フォルトは、タイミングストラクチャにクローン VI を事前に割り当てます。 クローンを共
有する再入可能 VI 間でメモリ使用を節約するには、必要に応じてタイミングストラクチャ
でクローン VI を割り当てるように構成します。 タイミングループまたはタイミングシーケ
ンスストラクチャの内で VI の割り当てを設定するには、ストラクチャを右クリックして、
ショートカットメニューから共有クローン割り当てを選択して、以下のオプションから 1
つを選択します。

• 自動―LabVIEW はストラクチャの内容に基づいてストラクチャを事前割り当てまたは
必要に応じて割り当てとして設定します。 LabVIEW は、LabVIEW が選択する設定を
示すテキストでショートカットメニュー項目を追加します。 たとえば、LabVIEW が
事前割り当てを選択した場合、メニュー項目は自動 ( 事前割り当て ) になります。

• 事前割り当て―LabVIEW はストラクチャの内側での再入可能 VI の呼び出しごとにク
ローン VI を作成します。 タイミングループまたはタイミングシーケンスストラクチャ
に特定のアイコンが表示されて、LabVIEW がストラクチャ内の再入可能 VI のすべて
に対してクローンを事前に割り当てていることを示します。

• 必要に応じて割り当て―LabVIEW はストラクチャの内側で再入可能 VI を呼び出すま
でクローン VI を作成しません。 タイミングループまたはタイミングシーケンスストラ
クチャに特定のアイコンが表示されて、LabVIEW がストラクチャ内の再入可能 VI の
すべてに対してクローンを共有していることを示します。

複数のケースを含むストラクチャでトンネルを自動的に配線する

LabVIEW は、複数のストラクチャのケースの入力と出力トンネルを配線することができま
す。 既存の出力トンネルを右クリックして、入力トンネルへのリンクショートカットメ
ニューから以下のオプションのうち 1 つを選択し、自動配線用に入出力トンネルを構成し
ます。

• 作成 & 未配線のケースを配線―LabVIEW は配線していない既存のケースのすべてでト
ンネルを自動的に配線します。 また、LabVIEW は作成する新規ケースのすべてのトン
ネルも配線します。

• 作成有 LabVIEW は、作成する新規ケースのすべてでトンネルを自動的に配線します。 
既存のケースは未配線のまま残ります。
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上記のオプションの 1 つを選択すると、LabVIEW は出力と入力のトンネル間でリンクを関
連付けるか、作成します。 両方のトンネルに白い三角形のグリフが表示され、LabVIEW が
トンネルをリンクしたことを示します。 出力トンネルへのリンクを右クリックして、入力ト
ンネルへのリンク→検索またはショートカットメニューから入力トンネルへのリンク→クリ
アを選択して、個別に入力トンネルへのリンクを検索するか、またはトンネル間のリンクを
削除します。

メモ スタックシーケンスストラクチャでは自動配線用にトンネルを構成することはで
きません。

その他のブロックダイアグラムの改善点

LabVIEW 8.6 では、その他のブロックダイアグラムに対して以下のとおり改善点がありま
す。

• LabVIEW 8.6 では、すべての比較関数が LabVIEW クラスと一緒に動作するようにな
りました。

• LabVIEW 8.6 は、共有ライブラリにビルドする VI のコネクタペーンでブール制御器と
表示器用にプロトタイプ情報を生成します。 LabVIEW で共有ライブラリを呼び出す場
合、ブールは符号なし 8 ビット整数として処理されます。 制御器ラベルがブールの場
合、エラーが返されます。 ブール (Boolean)は大文字と小文字を区別しません。

フロントパネルの改善点
LabVIEW 8.6 では、フロントパネルまたはそれに関する以下の機能が強化または変更され
ました。

3D グラフの改善点

(Windows) LabVIEW 8.5 以前と出荷される 3D 曲面グラフ、3D パラメトリックグラフ、

3D 曲線グラフはそれぞれ ActiveX 3D 曲面グラフ、ActiveX 3D パラメトリックグラフ、

ActiveX 3D 曲線グラフに名前が変更されました。 ActiveX 3D グラフでは、ActiveX テクノ
ロジと 3D 表現を処理する VI を使用します。

LabVIEW 8.6 には、すべてのプラットフォームで使用可能な 3D グラフの XControl バー
ジョンが含まれています。 3D 曲面、3D パラメトリック、3D ライングラフを使用して、

3D プロットで 3D データを表示します。 3D グラフプロパティダイアログボックスを使用し
て、3D グラフ XControl の外観をカスタマイズします。 一般的なグラフの外観の構成、 x、
y、z プロットのフォーマット、グラフ軸のフォーマット、値のペアの追加、カーソルの追
加を行うことができます。

フロントパネルのその他の改善点
プライベートデータ制御器には XControl やタイプ指定 XControl refnum は含まれません。

環境の改善点
LabVIEW 8.6 では、LabVIEW 環境に以下の改善点が含まれています。

エラーリストウィンドウの改善点

LabVIEW 8.6 では、LabVIEW クラスのエラーに対する改善点があります。これは、このク
ラスのエラーで、エラーリストウィンドウにリストされる壊れていないクラス項目の数が少
なくなる可能性があるとレポートしています。

パフォーマンスの改善点

VI のファイルサイズが小さくなりました。
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VI 階層ウィンドウの改善点

LabVIEW 8.6 には、VI 階層ウィンドウの以下の改善点が含まれています。

• VI 階層ウィンドウには、LabVIEW クラスとダイナミックメンバー VI、XControl、
共有ライブラリ、MathScript ノードから参照する .mファイル、Express VI、スタ
ティック VI リファレンスが表示されます。

• VI の呼び出しチェーンをハイライトするには、VI 階層ウィンドウで、一時停止 VI の
VI アイコンを右クリックしてショートカットメニューから呼び出しチェーンを表示を
選択します。 呼び出しチェーンは、現在の VI からトップレベル VI への発呼者のチェー
ンです。 階層接続をハイライト表示すると、その接続は太字の赤い線で表示されます。

VI 階層ウィンドウの詳細には、『LabVIEW ヘルプ』の目次タブにある基本機能→ VI および
サブ VI を作成する→操作手順→サブ VI を作成する→ VI 階層ブックを参照してください。

ダイアログボックスの改善点

LabVIEW 8.6 には、ダイアログボックスでの以下の改善点が含まれています。

警告ダイアログボックスでの改善点

警告ダイアログボックスは、ロード時に発生した警告の履歴と旧バージョン用保存で発生し
た警告ダイアログボックスに変更されました。 概要ダイアログボックスの詳細を表示ボタン
をクリックして、ロード / 保存時の警告のリストダイアログボックスが開いて、各警告カテ
ゴリの詳細情報を参照します。 また、表示メニューからロード / 保存時の警告のリストダイ
アログボックスを選択して、ロード / 保存時の警告のリストダイアログボックスを開くこと
もできます。

ロード時に発生した警告の履歴ダイアログボックスは、ロードしようとしたトップレベル項
目の警告カテゴリのリストを報告します。

旧バージョン用保存で発生した警告ダイアログボックスは、保存しようとしているトップレ
ベルの項目の警告カテゴリのリストを報告します。

アプリケーションビルダダイアログボックスでの変更点

LabVIEW 8.6 には、LabVIEW アプリケーションビルダで変更された以下の変更点が含まれ
ています。

• インストーラプロパティダイアログボックスの追加のインストーラページでは、インス
トーラソースの場所テキストボックスにソースの位置のみが表示されます。 このダイア
ログボックスではインストーラの場所は変更できなくなりました。 インストーラソース
を自動的に検索できない場合、ビルド処理で後から手動でソースを検索するようにプロ
ンプトが表示されます。

• 追加のインストーラまたはコンポーネントを含むインストーラを作成すると、

LabVIEW が選択したインストーラまたはインストーラの依存項目のいずれも検索でき
ない場合、必要なディストリビューションダイアログボックスでプロンプトが表示され
る場合があります。

• (Windows)  ウェブサービスとして LabVIEW プロジェクト内で VI の作成とデプロイを
行うことができます。 ウェブサービスプロパティダイアログボックスを表示するには、
プロジェクトエクスプローラウィンドウでビルド仕様を右クリックし、ショートカット
メニューから新規→ウェブサービス (RESTful) を選択します。 LabVIEW ウェブサービス
は、LabVIEW 開発システムおよび LabVIEW プロフェッショナル開発システムでのみ
使用可能です。
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シェア変数プロパティダイアログボックスの改善点

LabVIEW 8.6 では、シェア変数プロパティダイアログボックスに対して以下のとおり改善
点があります。

• シェア変数プロパティダイアログボックスの変数ページで、ソースにバインドの名前が
有効に変更されました。 有効チェックボックスをオンにすると、シェア変数のアクセス
タイプを指定できます。

• 変数ページにあるバッファを使用と 1 つの書き込みオプションは、シェア変数プロパ
ティダイアログボックスのネットワークページに移動しました。

• シェア変数プロパティダイアログボックスの説明ページは、DSC モジュールがインス
トールされていなくても表示されるようになりました。

オプションダイアログボックスの改善点

LabVIEW 8.6 では、オプションダイアログボックスのウェブサーバ : 構成ページに対して
以下の改善点があります。

• LabVIEW ウェブサーバに複数のインタフェースを構成できるようになりました。
サーバラベルオプションはサーバインタフェースの名前をカスタマイズできるように
し、サーバラベル ( ポート ) リストボックスはウェブサーバ用に現在構成されているす
べてのインタフェースを表示するようになりました。

• リスナの IP アドレスは選択したウェブサーバインタフェースの IP アドレスを指定しま
す。 このプルダウンメニューにはローカルマシン上のすべての有効なアドレスが含まれ
ます。 このフィールドは、LabVIEW Real-Time モジュールターゲットの使用時には自
動的に生成されません。

• アクセスを許可オプションは選択したウェブサーバインタフェースの有効な機能を構成
します。 アクセスを許可セクションでは、リモートフロントパネル、スクリプト、ウェ
ブサービス、スタティックコンテンツ、スナップショットをアクティブ化できます。

また、LabVIEW 8.6 には、オプションダイアログボックスの新規のウェブサーバ : セキュ
リティページが設けられています。このページで LabVIEW ウェブサービスのセキュリティ
を構成できます。

ダイアログボックスのその他の改善点

LabVIEW 8.6 では、その他のダイアログボックスに対して以下のとおり改善点があります。

• 競合解決ダイアログボックスには、LabVIEW がデプロイメント中に検出する競合を解
決するオプションがあります。 たとえば、このダイアログボックスはオフにされたター
ゲットに VI をデプロイすると表示されます。 競合の解決が可能な場合は、競合解決列
にプルダウンメニューが表示されます。 リストでオプションを選択し、競合を解決しま
す。 また、このダイアログボックスには、競合リストで競合がある前または次の項目を
ハイライトする前へボタンと 次へボタンがあります。

• 数値プロパティダイアログボックスと数値定数プロパティダイアログボックスのデータ
タイプページ、および数値ノードプロパティダイアログボックスの出力構成ページに
は、LabVIEW に固定小数点数のオーバフロー状態を含めるかどうかを設定するオー
バーフローステータスを含むチェックボックスがあります。

• 見つからない項目を検索ダイアログボックスでは、LabVIEW で検索できないディスク
上の項目を参照するプロジェクト内のすべての項目を検索します。 プロジェクトエクス
プローラウィンドウでプロジェクトルートをクリックして、ショートカットメニューか
ら見つからない項目を検索を選択して、このダイアログボックスを表示します。
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パレットの改善点

LabVIEW 8.6 には、パレットでの以下の改善点が含まれています。

制御器と関数パレットセットをプログラム的に編集する

また、パレットの編集プロパティを使用して、パレットセットをプログラム的に作成および
編集することもできます。 多くのパレットを編集する、新規のパレットを作成する、またパ
レットの外観を確認する場合、「パレット編集（Palette Editing）」VI を使用します。

制御器と関数パレットセットをプログラム的に編集するサンプルについては、labview¥
examples¥Palette APIディレクトリを参照してください。

パレットをプログラム的に編集する詳細は、『LabVIEW ヘルプ』の目次タブで VI と関数の
リファレンス→プログラミング VI と関数→アプリケーション制御 VI と関数→パレット編集

VI ブックを参照してください。

その他のパレットの改善点

LabVIEW 8.6 には、パレットで以下のその他の改善点が含まれています。

• XML パレット上に表示された VI と関数は、LabVIEW スキーマパレットで使用できま
す。 LabVIEW スキーマパレットは、XML パレット上のサブパレットです。

• 更新の際、事前にインストールされた LabVIEW のバージョンでパレット形式を復元し
ようとします。

環境のその他の改善点

LabVIEW 8.6 には、環境で以下のその他の改善点が含まれています。

• コマンドラインウィンドウに以下のコマンドを入力することにより、LabVIEW ビルド
インストーラのサイレントインストールをアンインストールし、該当ファイルをインス
トールできるようにします。

uninst.exe /qb /xproduct name　ここで、「product name」はアンインス
トールする製品名です。 

入力する製品名が製品名と完全に一致しない場合、アンインストールは失敗を通知する
プロンプトが表示されない状態で失敗します。 uninst.exeファイルは C:¥Program 
Files¥National Instruments¥Shared¥NIUninstallerディレクトリにあります。 
C:¥Program Files¥National Instruments¥Shared¥NIUninstallerディレクト
リが動作するディレクトリでない場合、uninst.exeファイルに対するディスク上の完
全パスを入力します。

• スタンドアロンアプリケーションまたは共有ライブラリのバージョン情報をプログラム
的に回収するには、labview¥vi.lib¥Platformディレクトリにある
fileVersionInfo.llbを使用します。 VI は関数パレット上から利用できません。

• 操作メニューのブレークポイントオプションはなくなりました。 代わりに表示→
ブレークポイントマネージャを選択して、VI 階層でブレークポイントを管理します。

• プロジェクトライブラリがフォルダ内にある場合、実行するソース管理の操作はプロ
ジェクトライブラリ内の項目まで含まれるようになりました。

• _goopsup.llbは labview¥vi.lib¥Utility¥ディレクトリに移動しました。

新しく追加または変更された VI、関数、ノードでの改善点
LabVIEW 8.6 には、以下の新しく追加された VI と関数および変更された VI と関数が含ま
れています。 VI、関数、ノードの詳細は、『LabVIEW ヘルプ』の目次タブの VI と関数のリ
ファレンスブックを参照してください。



LabVIEW アップグレードノート 48 ni.com/jp

新規の VI および関数

LabVIEW 8.6 には、以下の新しく追加された VI と関数および変更された VI と関数が含ま
れています。

上級ノーティファイア待機 VI および関数

上級ノーティファイア待機パレットには、以下の新しい関数があります。

• 複数からのノーティフィケーションを待機 ( ノーティファイア履歴付き )
• ノーティフィケーションを待機 ( ノーティファイア履歴付き )

アプリケーション制御 VI および関数

アプリケーション制御パレットには、以下の新しい VI がある新規のパレットの編集パレッ
トがあります。

• パレットを読み取る

• パレットを更新する

• パレットに書き込む

比較関数

比較パレットには、以下の新しい関数があります。

• 固定小数点のオーバフロー ?

コネクティビティ VI および関数 (Windows)
コネクティビティパレットには、以下の新しい VI がある新規のウェブサービスパレットが
あります。

メモ 以下の VI は、LabVIEW 開発システムおよび LabVIEW プロフェッショナル開発
システムでのみ使用できます。

• セッションが存在するかどうかをチェック

• セッションを作成

• セッション変数を削除

• セッションを破棄

• 出力を排出

• セッション ID クッキーを取得

• すべてのフォームデータを読み取り

• すべての要求変数を読み取り

• すべてのセッション変数を読み取り

• フォームデータを読み取り

• ポストデータを読み取り

• 要求変数を読み取り

• セッション変数を読み取り

• ESP テンプレートをレンダリング

• ESP 変数を設定

• HTTP ヘッダを設定

• HTTP リダイレクトを設定

• HTTP 応答コードを設定

• HTTP 応答 MIME タイプを設定
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• 応答を書き込み

• セッション変数を書き込み

ウェブサービスパレットには、以下の新しい VI がある新規のユーティリティパレットがあ
ります。

• HTTP URL をエスケープ

• HTTP URL をアンエスケープ

固定小数点関数

固定小数点パレットには、以下の新しい関数があります。

• 固定小数点のオーバフローステータスをクリア

• 固定小数点のオーバフローステータスを含める

• 固定小数点のオーバフローステータスを削除

ヘルパー VI
ヘルパーパレットには、LabVIEW 開発システムおよび LabVIEW プロフェッショナル開発
システムに標準搭載されている「センサマッピング (Sensor Mapping)」Express VI があ
ります。 「センサマッピング (Sensor Mapping)」Express VI を使用して、3D モデルで実
環境のデータをマップします。

キュー操作関数

キュー操作パレットには、以下の新しい関数があります。

• キューに要素を追加 ( ロッシー )

セマフォ VI
セマフォパレットには、以下の新しい VI があります。

• セマフォリファレンス取得

• セマフォリファレンス解放

XML VI および関数

XML パレットには、以下の新しい VI がある新規の XML パーサーパレットがあります。

• XML を閉じる

• 最初の子ノードを取得（非テキスト）

• 次の兄弟ノードを取得（非テキスト）

• ノードテキスト内容を取得

• インボークノード (XML)
• XML をロード

• 新規 XML
• プロパティノード (XML)
• XML を保存

VISA 上級 VI および関数

VISA 上級パレットには、以下の新しいノードがあります。

• VISA プロパティノード
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変更された VI、関数、ノード
以下の VI、関数、ノードは、LabVIEW 8.6 で変更されました。

上級ファイル VI および関数

上級ファイルパレットには、以下の変更された関数があります。

 「ボリューム情報を取得 (Get Volume Info)」関数には、ディスク上の最小物理的スト
レージ単位のサイズを示すセクタサイズ ( バイト ) 出力をがあります。 バッファなしでファ
イルを開く場合、ファイル内のデータ量を所定のセクタサイズの倍にする必要があります。 
「ファイルを開く / 作成 / 置換（Open/Create/Replace File）」関数のバッファを無効入
力を TRUE に設定する場合、バッファを無効にできます。

比較関数

比較パレットには、以下の変更された関数があります。

• 範囲内と強制―固定小数点データタイプをサポートします。

• 最大最小―固定小数点データタイプをサポートします。

ファイル I/O VI および関数

ファイル I/O パレットには、以下の変更された関数があります。 

「ファイルを開く / 作成 / 置換（Open/Create/Replace File）」関数には、LabVIEW が
バッファなしでファイルを開く、作成する、または置換することができるバッファを無効入
力があります。

バッファを無効にして、特定の状態でのデータ転送の速度を向上します。 たとえば、大量の
データをストリームするか、RAID（Redundant Array of Independent Disks）でデータ
を格納する場合、バッファを無効にして、LabVIEW でディスクに直接データを書き込むよ
うにします。

LabVIEW スキーマ

LabVIEW スキーマパレットには、以下の変更された関数があります。

• XML に平坦化―LabVIEW クラスおよび固定小数点データタイプをサポートします。

• XML から非平坦化―LabVIEW クラスおよび固定小数点データタイプをサポートしま
す。

数値関数

数値パレットには、以下の変更された関数があります。

• 商―固定小数点データタイプをサポートします。

• 逆数―固定小数点データタイプをサポートします。

• 平方根―固定小数点データタイプをサポートします。

レポート生成 VI
レポート生成パレットには、LabVIEW Report Generation( レポート生成 ) ツールキット
に特有の入力と出力を持つ VI があります。 VI は、Report Generation ツールキットをイン
ストールする場合を除いて、これらの入力と出力を無視します。 また、レポート生成パレッ
トには、追加で以下の変更された VI があります。

• 水平ラインをレポートに追加―幅入力のデフォルト値はピクセルからパーセンテージに
変更されています。

• テキストをレポートに追加―LabVIEW が数値を文字に変換する際に使用する数値の
フォーマットを指定する形式文字列を含みます。
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• VI ブロックダイアグラムをレポートに追加―すべてのインスタンスは、レポートの画
像のアライメントを設定するアライメント入力を含みます。

• VI 階層をレポートに追加―すべてのインスタンスは、レポートの画像のアライメント
を設定するアライメント入力を含みます。

• VI アイコンをレポートに追加―すべてのインスタンスは、レポートの画像のアライメ
ントを設定するアライメント入力を含みます。

• VI の制御器リストをレポートに追加―すべてのインスタンスは、レポートの画像のア
ライメントを設定するアライメント入力を含みます。

• VI のサブ VI リストをレポートに追加―すべてのインスタンスは、レポートの画像のア
ライメントを設定するアライメント入力を含みます。

• 新規レポートライン―VI がレポートに追加するラインの数を指定するライン数入力を
含みます。

• レポートをファイルに保存―VI が既存のファイル名を指定するかどうかを確認するダ
イアログボックスを表示するかどうかを決定する置換のプロンプト ? 入力を含みます。

スペクトル解析 VI( ベースパッケージにはありません )
スペクトル解析パレットには、以下の変更された VI があります。

「STFT スペクトログラム (STFT Spectrograms)」VI には、周波数ビンの構成を指定する
時間 - 周波数構成入力があり、STFT スペクトログラム {X} の列数を決定します。 また、こ
の VI には、時間 / 周波数共同領域が時間領域のエネルギーに等しくなるように、STFT スペ
クトログラム {X} をスケールするかどうかを指定するエネルギー節約 ? 入力が含まれます。

ライブラリ関数呼び出しノード

また、ライブラリ関数呼び出しダイアログボックスには、以下の変更点が追加されていま
す。

• パラメータタブのデータタイププルダウンメニューには、符号付きポインタサイズ整数
と符号なしポインタサイズ整数の数値データタイプがあります。 これらの２つのデータ
タイプを使用する場合、ライブラリ関数呼び出しノードは実行されている特定のオペ
レーティングシステムに適応して、適切なサイズのデータをライブラリ関数に返しま
す。 64 ビットプラットフォームでは、LabVIEW はこれらの数値データタイプを 64
ビット整数タイプに変換します。 32 ビットプラットフォームでは、LabVIEW はこれら
の数値データタイプを 32 ビット整数タイプに変換します。 

• ライブラリ関数呼び出しノードは、ライブラリ名またはパスのリファレンスを 32 ビッ
トと 64 ビット Windows のプラットフォーム間に依存しないようにするワイルドカー
ド (*) の使用をサポートします。 拡張子の左側にある 1 つのインスタンスの *は、32
ビット Windows プラットフォームでは 32、64 ビット Windows プラットフォームで
は 64に変換されます。 たとえば、myLibrary*.dllは myLibrary32.dllまたは
myLibrary64.dllに変換されます。 2 つの *は、ライブラリ名は以前プラットフォー
ムを参照しなかったが、新しいライブラリ名はプラットフォームを参照する状態を対処
します。 たとえば、myLibrary**.dllは 32 ビットプラットフォームでは
myLibrary.dll、64 ビットプラットフォームでは myLibrary_64.dllに変換されま
す。
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シェア変数ノード

シェア変数ノードには以下の変更があります。

• データを読み取るためにネットワークで共有されたシェア変数ノードのミリ秒タイムア
ウト制御器およびタイムアウト ? 表示器を有効にするオプションが含まれます。 

• ブロックダイアグラムで大量のシェア変数を使用して作業すると、LabVIEW 8.6 では
シェア変数のパフォーマンスの改善点が示されます。

• (LabVIEW Real-Time モジュールのインストール時にサポートされたターゲットで使
用可能な ) 時間トリガ変数は、標準のシェア変数とは別に表示されます。 時間でトリガ
された変数作成するには、サポートされたターゲットを右クリックし、ショートカット
メニューから新規→時間でトリガ変数を選択します。

VI、関数、ノードでのその他の変更点

LabVIEW 8.6 には、VI で以下のその他の変更点があります。

「複素数をソート (Sort Complex Numbers)」VI のメソッド入力には名前変更された値が
含まれます。 振幅は振幅、実部、虚部に名前変更されています。 また、メソッド入力には新
しい値の振幅、位相角が含まれています。 振幅、実部、虚部は最初の振幅に対する要素を
ソートします。 振幅が同じ要素は、実数、さらに虚数に従ってソートされます。 振幅、
位相角は最初の振幅に対する要素をソートします。 振幅が同じ要素は、位相角に従ってソー
トされます。 位相角の範囲は -π～ πです。

新しいクラス、プロパティ、メソッド、イベント
LabVIEW 8.6 には、新しい VI サーバクラス、プロパティ、メソッド、イベントが追加され
ました。 新規のクラス、プロパティ、メソッド、イベントのリストについては、『LabVIEW
ヘルプ』の目次タブの LabVIEW 8.6 の機能および変更点→新規の VI サーバのクラス、
プロパティ、メソッド、イベントトピックを参照してください。

XML パーサーのプロパティとメソッド

XML パーサ VI および関数と一緒に使用できる新しいプロパティとメソッドのリストについ
ては、『LabVIEW ヘルプ』の目次タブのプロパティとメソッドのリファレンス→ XML パー
サーブックを参照してください。

3DPC_SurfacePlot プロパティ

3D グラフで使用できる新規のプロパティリストについては、『LabVIEW ヘルプ』の目次タ
ブのプロパティとメソッドのリファレンス→ 3DPC_SurfacePlot ブックを参照してくださ
い。

ブロックダイアグラムを自動的にクリーンアップ
編集→ダイアグラムをクリーンアップを選択して、ブロックダイアグラム上のすべての既存
のワイヤを自動的に経路設定して、オブジェクトを再配置して、より整理されたレイアウト
を生成します。 クリーンアップオプションを構成するには、ツール→オプションを選択して
オプションダイアログボックスを表示して、カテゴリリストからブロックダイアグラム : 
クリーンアップを選択します。 制御器を含むダイアグラムの左側に制御器、右側に表示器を
自動的に移動させて、ブロックダイアグラムオブジェクトとワイヤ間に指定した数のピクセ
ルを配置して、ブロックダイアグラムのレイアウトを縮小するように LabVIEW を構成でき
ます。
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クイックドロップを使用してオブジェクトを配置
クイックドロップダイアログボックスは、名前でブロックダイアグラムまたはフロントパネ
ルのオブジェクトを検索し、制御器または関数パレットで参照せずに、そのオブジェクトを
ブロックダイアグラムまたはフロントパネルに配置します。 (Windows および Linux) <Ctrl-
スペース > キーを押すか、表示→クイックドロップを選択して、クイックドロップダイア
ログボックスを表示します。 （中国語のキーボードでは、<Ctrl-Shift-Space> キーを押しま
す。） (Mac OS) このダイアログボックスを開くには <Command-Shift- スペース > キーを
押します。

クイックドロップダイアログボックスを使用する詳細については、『LabVIEW ヘルプ』の 
目次タブにある基本機能→ LabVIEW 環境→操作手順→オブジェクトを検索するブックを参
照してください。

複数のオブジェクトのプロパティを編集
フロントパネルまたはブロックダイアグラム上の複数のオブジェクトを選択して、オブジェ
クトが共有するプロパティのどれでも編集することができます。 複数のオブジェクトを選択
するには、位置決めツールを使用して、編集するすべてのオブジェクトの周りを囲むように
選択四角形をドラッグするか、各オブジェクトをクリックしながら <Shift> キーを押しま
す。 選択されたオブジェクトを右クリックして、ショートカットメニューからプロパティを
選択して、プロパティダイアログボックスを表示します。 プロパティダイアログボックス
は、選択するオブジェクトが共有するタブとプロパティを表示するのみです。 同様のオブ
ジェクトを選択して、タブとプロパティを表示します。 共通するプロパティを共有しないオ
ブジェクトを選択する場合、プロパティダイアログボックスはタブまたはプロパティを表示
しません。

LabVIEW ウェブサービス (Windows、ベースパッケージにはありません )
LabVIEW 8.6 ではウェブサービスとして VI をパブリッシュできます。 ウェブサービスは
サーバーの標準メソッドを提供し、すべての HTTP クライアントがアクセスできるアプリ
ケーションをデプロイします。 LabVIEW ウェブサービスの機能は、ほとんどの主なプラッ
トフォームとプログラミング言語を介してクライアントをサポートし、LabVIEW でネット
ワークを介してウェブアプリケーションを簡単に実装およびデプロイできます。

オプションダイアログボックスのウェブサーバ : 構成ページでを介してウェブサービス機能
をアクティブ化できます。 ウェブサービスをビルドしてデプロイするには、プロジェクトエ
クスプローラウィンドウでビルド仕様を右クリックし、ショートカットメニューから新規→
ウェブサービス (RESTful) を選択してウェブサービスプロパティダイアログボックスを表示
します。 LabVIEW ウェブサービスは、LabVIEW 開発システムおよび LabVIEW プロ
フェッショナル開発システムでのみ使用可能です。

LabVIEW でウェブサービスを使用する詳細については、『LabVIEW ヘルプ』の 目次タブ
にある基本機能→ LabVIEW ウェブサービスブックを参照してください。

NI 分散システムマネージャ
(Windows) LabVIEW 8.6 には NI 分散システムマネージャが含まれます。これは、シェア変
数を管理する統一されたツールとして変数マネージャの代替えになります。 このシステムマ
ネージャは、変数、プロセス、I/O サーバー、ウェブサービスを作成します。 また、このシ
ステムマネージャはシェア変数エンジンと対話してセキュリテイとエイリアスを管理しま
す。

LabVIEW でウェブサービスを使用する詳細については、『LabVIEW ヘルプ』の 目次タブ
にある基本機能→ LabVIEW ウェブサービス→シェア変数を使用してライブデータを共有す
るトピックを参照してください。
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LabVIEW MathScript での改善点 ( ベースパッケージにはありません )
LabVIEW 8.6 には、MathScript での以下の改善点と変更点が追加されています。

メモ ツール→ MathScript ウィンドウを選択して、LabVIEW MathScript ウィンドウ
を表示します。

新しい MathScript 関数

LabVIEW 8.6 には、以下の新しく追加された MathScript 関数が含まれています。 これらの
関数は LabVIEW MathScript ウィンドウまたは MathScript ノードで使用できます。

MathScript クラス 関数

上級 sphbesselh、sphbesselj、sphbessely

推定 csaps、lsqcurvefit

オーディオ auread

コマンド keyboard

フィルタ設計 gaussfir、yulewalk

フィルタ実装 cconv

積分 quad

ODE odeset、radau5

プロット imagesc、xlim、ylim、zlim

スペクトル解析 buffer、cpsd、mscohere、pburg、 pcov、peig、
periodogram、pmcov、 pmusic、pwelch、pyulear、
rooteig、 rootmusic、specgram、spectrogram、
tfestimate

偏微分方程式 pdeelliptic

サポート warning、xlsread、xlswrite

波形生成 stepfun

ウィンドウ taylorwin
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Mac OS と Linux での LabVIEW MathScript
LabVIEW MathScript ウィンドウと MathScript ノードは Mac OS と Linux で使用できま
す。 ただし、一部の機能はこれらのオペレーティングシステムでは使用できません。 以下の
表は、Mac OS または Linux で使用できない MathScript 関数を示します。 Xは、関数がそ
のオペレーティングシステムで使用できないことを示します。

メモ getfileproperty関数、load関数、save関数、setfileproperty関数は

Mac OS と Linux で使用できます。 ただし、これらの関数はバイナリ計測ファイル 
(.tdmまたは .tdms) とは使用できません。

MathScript ノードのデバッグでの改善点

LabVIEW 8.6 には、MathScript ノードでの以下の改善点と変更点が追加されています。

• 実行のハイライト、シングルステップ、ブレークポイントを使用して、MathScript
ノードのスクリプトをデバッグします。

• MathScript の左側のグレーの領域は、以下を表示します。

– スクリプトの行の横の赤いエラーのグリフにはエラーが含まれます。

– 警告グリフ

– ブレークポイント

• エラーリストウィンドウの MathScript ノードエラーを選択して、エラーを表示ボタン
をクリックすると、LabVIEW はエラーを含むスクリプトの行をハイライトします。

MathScript 関数 Mac OS Linux

aich X

aiwf X

aoch X

aowf X

calllib X X

dioread X

diowrite X

dos X X

ginput X X

gtext X X

libfunctionsview X X

libisloaded X X

loadlibrary X X

pause X X

system X X

unloadlibrary X X

waitforbuttonpress X X
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MathScript ノードのスクリプトのハイライト
スクリプトのハイライトはカラーを使用して、MathScript ノードのスクリプトの異なる部
分を区別します。 これらのカラーは、スクリプトを読みやすくして、エラーを含む、または
予期せぬデータを返すスクリプトをデバッグする操作を簡素化します。 たとえば、スクリプ
トのハイライトは、ユーザ定義の関数または変数が組み込み式 MathScript 関数をオーバー
ライドする際に参照できるようにします。 最後に LabVIEW の従来のバージョンで保存され
たカスタムカラーを使用する MathScript ノードを除いて、スクリプトのハイライトはデ
フォルトでオンに設定されます。

特定の MathScript ノード用にスクリプトのハイライトを有効または無効にするには、

MathScript ノードの内側を右クリックして、ショートカットメニューからスクリプトのハ
イライトを有効またはスクリプトのハイライトを無効を選択します。 すべての MathScript
スクリプトノードに対してスクリプトのを有効または無効にして、スクリプトのハイライト
が有効の MathScript ノードのスクリプトのハイライトカラーをカスタマイズするには、
オプションダイアログボックスの MathScript: スクリプトのハイライトページを使用しま
す。

MathScript でのその他の改善点と変更点

LabVIEW 8.6 には、MathScript で以下の改善点と変更点があります。

• VI 階層ウィンドウには、MathScript ノードから参照する .mファイルが表示されます。

• delete関数には、プロットプロジェクトを削除して LabVIEW MathScript ウィンド
ウで変数リストからオブジェクトを削除できる obj 入力が含まれます。

• filter関数には、フーリエ変換の代わりに直接コンボリューションを使用するように

LabVIEW を設定する 'direct' 入力が含まれます。

• LabVIEW MathScript は、パフォーマンス向上のために LabVIEW MathScript ウィン
ドウと MathScript ノードの両方をより速くコンパイルします。

• VI に MathScript ノードがある場合、LabVIEW は VI の保存または実行時にすべての
取り消し情報を削除します。

LabVIEW MathScript の詳細については、『LabVIEW ヘルプ』の目次タブにある基本機
能→フォーミュラと方程式ブックを参照してください。

固定小数点数のオーバーフローを管理する
オーバーフロー状態は、固定小数点数に対して演算操作を行った場合、または「固定小数点
に変換（To Fixed-Point）」関数によって数値データを固定小数点データに変換した場合に
発生することがあります。 オーバーフローが発生したかどうかを決めるには、オーバーフ
ローステータスを含めるように固定小数点数を構成します。 LabVIEW は、固定小数点数で
オーバーフローステータスを含める場合、固定小数点がオーバーフローした操作の結果であ
るかどうかをトラックするための追加の格納スペース割り当てます。

オーバーフローステータスを含む固定小数点数を構成すると、固定小数点制御器、定数、
表示器でオーバーフローステータス LED が表示されます。 この LED は、固定小数点数の
オーバーフローステータスが TRUE の場合に点灯します。 また、「固定小数点のオーバーフ
ロー ?(Fixed-Point Overflow?)」関数で固定小数点値のオーバーフローステータスを決め
ることもできます。 固定小数点関数は固定小数点値のオーバーフローステータスを操作しま
す。

固定小数点数の詳細については、『LabVIEW ヘルプ 』の目次タブにある基本機能→ブロッ
クダイアグラムを作成する→概念→数値データブックを参照してください。
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LLB を統合する ( ベースパッケージにはありません )
LabVIEW プロフェッショナル開発システムでは、統合する LLB を選択ダイアログボックス
で、LLB とその元の LLB の 2 つのリビジョン間での差異を統合および解決します。

ツール→統合→ LLB を統合を選択して、統合する LLB を選択ダイアログボックスを表示し
ます。 ベース LLB フィールドで元の LLB を指定します。 統合 LLB 1 と統合 LLB 2 フィールド
で 2 つの修正された LLB を指定します。 統合ボタンをクリックして、選択された LLB を統
合して、LLB を統合ダイアログボックスを開きます。 LLB のリビジョン間の差異を解決して、
閉じると保存をクリックして、統合された LLB を保存します。

LLB の統合の詳細は、『LabVIEW ヘルプ』の 目次タブにある基本機能→開発ガイドライン

( 英語 ) →操作手順→ VI と LLB を統合する→ LLB を統合するトピックを参照してください。
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